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ふ
た
た
び
桜
の
季
節
が
め

ぐ
っ
て
き
た
。本
学
が
東
京
は
府
中
の
地

に
移
転
し
て
か
ら
刻
ま
れ
た
歳
月
の
手

応
え
を
、
い
つ
の
間
に
か
丈
も
太
さ
も
増

し
た
桜
の
幹
に
重
ね
て
は
確
か
め
て
み

る
。ゆ
く
人
、来
る
人
、と
ど
ま
る
人
、そ

れ
ぞ
れ
の
眼
に
映
る
桜
の
た
た
ず
ま
い

が
あ
る
。さ
て
三
度
こ
の
地
で
あ
で
や
か

な
桜
に
つ
つ
ま
れ
る
２
０
１
２
年
の
い

ま
ご
ろ
、
わ
た
し
た
ち
の
大
学
は
果
た
し

て
ど
の
よ
う
な
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。（
編
集
子
）
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２０１０年春に広報誌を創刊しま
した。タイトルは「GLOBE Voice」。
「地球」と「声（=人）」という２つの
言葉を合わせた造語です。外語
大の使命は、「地球をつなぐ声」を
発することができる人材を育てるこ
と。そのためには、さまざまな国の文
化・歴史といった、背景を知ることが
欠かせません。３号目となる今号は、
大学とともに歩んできた１１０年の歴
史を持つ「外語祭」を特集しました。

2011 Number 3

写真・市橋織江

こ
こ
に
あ
る
一
枚
の
写
真
を

見
て
ほ
し
い
。
お
よ
そ
50
年

前
の
外
語
祭
、語
劇
本
番
前

の
様
子
だ
。語
劇
に
代
表
さ

れ
る
外
語
祭
は
１
１
０
年

続
い
て
お
り
、今
や
外
語
大

の
歴
史
そ
の
も
の
と
も
い

え
る
。世
界
中
の
音
と
色
と

味
と
リ
ズ
ム
が
交
差
す
る

日
。心
地
よ
い
カ
オ
ス
の
世

界
が
広
が
る
。

真剣なまなざしで舞台用のメイクをほどこす女子学生。
これから華やかな舞台へ飛び出していく。

特
集 

誇
り
高
き

喧
騒
の

世
界

写
真
・
岩
崎
美
里（
４
、６
、８
ペ
ー
ジ
）　

文
・
グ
ロ
ー
ブ
ヴ
ォ
イ
ス
編
集
室
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年
に
一
度
、
世
界
の
知
と
文
化

が
一
堂
に
会
す
。
外
語
祭
は
、
そ

う
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

大
学
と
と
も
に
歴
史
を
刻
ん
で

き
た
外
語
祭
の
は
じ
ま
り
は
、

１
９
０
０
年
、
前
身
の
東
京
外
国

語
学
校
で
開
か
れ
た
講
演
会
だ
。

戦
争
や
学
生
紛
争
な
ど
に
よ
る
中

断
が
あ
っ
た
も
の
の
、
１
１
０
年

続
い
て
き
た
。

　

世
界
各
国
の
言
語
だ
け
で
な
く
、

そ
の
国
の
文
化
、
歴
史
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
を
専
門
に
研
究
し
て
い

る
外
語
大
は
、
そ
の
成
果
を
外
語

祭
で
発
表
し
て
き
た
。
目
的
は
、

世
界
の
人
々
の
生
活
や
文
化
を
広

く
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の

精
神
は
長
い
年
月
を
経
て
も
な
お

受
け
継
が
れ
、
外
語
祭
に
深
く
根

付
い
て
い
る
。
お
祭
り
ム
ー
ド
一
色

に
包
ま
れ
る
他
大
学
の
学
園
祭
と

は
一
線
を
画
す
ゆ
え
ん
だ
ろ
う
。

　
　
　
　

＊　

＊　

＊　
　
　
　

２
０
１
０
年
11
月
に
開
催

さ
れ
た
第
88
回
外
語
祭

の
テ
ー
マ
は
「
可
能
性

∞
×
楽
し
さ
∞
＝88th Gaigosai

」。

西
ヶ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
府
中
キ
ャ

ン
パ
ス
に
移
転
し
て
11
年
、
す
っ
か

り
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
も
秋
の

風
物
詩
に
な
っ
た
。

　

開
催
期
間
５
日
間
の
延
べ
来
場

者
数
は
約
３
万
２
０
０
０
人
、
地

域
の
人
、
専
攻
語
で
演
じ
る
語
劇

目
当
て
に
遠
く
か
ら
足
を
運
ぶ
人

な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。
お
年
寄
り
か

ら
子
ど
も
ま
で
年
代
も
幅
広
い
。

　

初
め
て
訪
れ
た
人
が
ま
ず
驚
か

さ
れ
る
の
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
計

だ
ろ
う
。
塀
や
門
が
な
い
た
め
か
、

開
放
感
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

一
歩
中
に
入
る
と
、
円
形
の
回

廊
と
そ
の
中
の
円
形
広
場
が
訪
問

者
を
迎
え
る
。
広
場
の
真
ん
中
に

は
野
外
ス
テ
ー
ジ
が
置
か
れ
、
こ

こ
で
音
楽
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

が
披
露
さ
れ
る
。
回
廊
に
は
、
ぐ

る
り
と
26
の
専
攻
語
の
地
域
料
理

店
が
軒
を
並
べ
る
。

　

外
語
祭
の
中
で
も
、
こ
の
「
料

理
店
」
と
「
語
劇
」
は
大
き
な
柱

で
あ
り
、
外
語
祭
の
精
神
が
象
徴

中央広場を囲むようにして26の
専攻語の料理店が並ぶ。

公演教室の番号を持って宣伝する
スペイン舞踊部の学生。研究講義棟では、
サークルや有志団体による展示や音楽、
民族舞踊などを行っている。

〈上〉マレーシアの民族衣装に身を包み、
笑顔で接客。
Selamat tengahari（コンニチワ）
〈下〉看板のデザインは集客につながる。
目立つが勝ち。

世
界
を

五
感
で
楽
し
む
日

第88回のテーマを表現したオブジェ。

料理店では、大きな声で呼び込み、
笑顔で接客する姿が見られる。

チアリーディング部は
パフォーマンスを終え一息。

　

１
９
６
０
年
代
、
西
ヶ
原

時
代
の
写
真
。本
番
前
、
メ

イ
ク
を
し
あ
う
学
生
た
ち
。

老
人
顔
や
子
ど
も
顔
な
ど
、

役
に
応
じ
た
メ
イ
ク
テ
ク

ニ
ッ
ク
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

プ
ロ
の
舞
台
メ
イ
ク
を
呼
ん

で
講
習
会
も
し
て
い
た
と
い

う
。黒
板
に
書
か
れ
た
、「
コ

ン
パ
参
加
ヒ
３
０
０
円
」
が

時
代
を
感
じ
さ
せ
る
。

学
生
自
ら
が

丁
寧
に

作
り
上
げ
る

「
語
劇
」

外
語
祭
で
企
画
を
行
う
学
生
の

た
め
の
情
報
誌「
便
利
帳
」。物

品
の
調
達
や
宣
伝
方
法
、
衛
生

管
理
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
満
載
。

府
中
移
転
後
は「
外
語
祭
手
帳
」

と
い
う
形
で
現
在
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
。
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的
に
表
れ
て
い
る
伝
統
的
な
看
板

企
画
だ
。

　

外
語
祭
に
出
か
け
る
と
ち
ょ
っ

と
し
た
世
界
旅
行
を
し
た
気
分
を

味
わ
え
る
と
い
う
声
も
多
い
。
日

常
で
な
か
な
か
味
わ
う
こ
と
の
な

い
感
覚
を
、
リ
ア
ル
に
体
験
で
き

る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

26
の
専
攻
語
の
地
域
料
理
と
い

っ
て
も
、
市
販
の
既
製
品
を
組
み

合
わ
せ
て
出
す
わ
け
で
は
な
い
。

中
心
と
な
る
１
年
生
が
、
自
分
の

学
ぶ
専
攻
語
が
使
わ
れ
て
い
る
国

や
地
域
の
料
理
を
研
究
し
、
最
初

か
ら
自
分
た
ち
で
調
理
す
る
。
そ

の
地
域
の
定
番
料
理
か
ら
、
日
本

で
は
め
っ
た
に
食
べ
ら
れ
な
い
（
日

本
中
で
も
、
外
語
祭
だ
け
で
し
か

食
べ
ら
れ
な
い
料
理
も
時
々
あ
る
）

珍
し
い
料
理
を
提
供
す
る
。

　

な
か
に
は
、
大
使
館
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
入
手
困
難
な
食
材
の

仕
入
れ
や
、
直
輸
入
を
行
っ
て
い

る
専
攻
語
も
あ
る
。
英
語
の
よ
う

に
話
さ
れ
る
国
や
地
域
が
複
数
あ

る
専
攻
語
で
は
、
年
ご
と
に
変
化

を
つ
け
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

26
に
も
及
ぶ
国
や
地
域
の
料
理

を
食
べ
ら
れ
る
機
会
は
め
っ
た
に

な
い
た
め
、
外
語
祭
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
学
内
関
係
者
も
多
い
。

「
語
劇
」
は
外
語
大
が
専
攻
と
し

て
持
つ
26
の
言
語
で
、
２
年
生
を

豪華な衣装をまとい、フィリピン舞踊を
見せる。語劇の会場は、2010年
4月に完成したアゴラ・グローバルの
「プロメテウス・ホール」。

　

劇
を
作
り
上
げ
る
に
は
、

演
者
だ
け
で
な
く
、
製
作
、

演
出
、舞
台
美
術
、音
楽
、字

幕
、
広
報
、
会
計
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
だ
。

約
半
年
の
準
備
期
間
で
高
い

レ
ベ
ル
の
舞
台
を
作
り
上
げ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
た
め
、

共
同
作
業
に
お
け
る
衝
突
も

あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
学

生
は
、
語
劇
体
験
後
に
は
、

劇
的
に
成
長
す
る
。文
字
通

り「
生
き
た
学
習
体
験
」と
い

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
度
き
り
の

本
番
の
た
め
に

重
ね
る
情
熱

〈上〉ちょっとした小物にも
国際色が漂う。
〈下〉世界の民族衣装を
体験できる企画。衣装は、
大使館や外語大の教員らの
協力で集めている。

世
界
の
華
や
ぎ
を

キ
ャ
ン
パ
ス
に

〈上〉2008年に発足した
フラ・タヒチアンダンス同好会。
足並みが美しい。
〈下〉アラブの民族舞踊から
生まれたベリーダンス。
１日約10公演を５日間行う。

受
け
継
が
れ
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
❶

﹇
専
攻
語
料
理
店
﹈

食
べ
歩
き
で
世
界
一
周

受
け
継
が
れ
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
❷

﹇
語
劇
﹈

外
国
語
習
得
の
実
践
の
場
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Histor y
of

T U F S

時代とともに
中
心
に
上
演
さ
れ
る
。
セ
リ
フ
は

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
外
国
語
だ
が
舞

台
の
脇
に
は
字
幕
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
流
れ
る
た
め
、
内
容
が
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

演
じ
る
学
生
の
大
半
は
大
学
に

入
っ
て
か
ら
言
語
の
学
習
を
始
め

る
。
語
劇
の
準
備
を
開
始
す
る
、

２
年
生
に
な
っ
た
頃
は
、
よ
う
や

く
文
法
が
終
わ
っ
た
段
階
で
、
流

暢
に
話
せ
る
わ
け
で
も
、
文
字
を

見
て
す
ぐ
に
意
味
が
わ
か
る
わ
け

で
も
な
い
。
そ
れ
で
も
、
見
て
く

れ
る
人
に
通
じ
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に

す
る
た
め
、
４
月
か
ら
猛
練
習
が

必
要
と
な
る
。

　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
な
ど
か
ら

発
音
指
導
を
受
け
、
同
級
生
を
相

手
に
演
劇
的
な
対
話
を
し
稽
古
を

重
ね
る
。
ま
さ
に
、
実
践
的
な
外

国
語
習
得
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

外
語
祭
と
い
う
「
舞
台
」
の
出

演
者
が
語
劇
や
料
理
店
、
各
団
体

に
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
だ
と
す
れ

ば
、
外
語
祭
実
行
委
員
は
外
語
祭

の
舞
台
監
督
で
あ
り
脚
本
家
で
あ

り
宣
伝
担
当
だ
。
３
万
人
を
超
え

る
来
場
者
を
迎
え
、
支
障
を
き
た

さ
ず
無
事
に
進
行
で
き
て
い
る
の

は
、
周
到
な
準
備
と
外
語
祭
を
成

功
さ
せ
る
と
い
う
目
的
に
向
け
築

か
れ
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
、

代
々
の
実
行
委
員
が
培
っ
て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
き
て
い
る
か
ら
だ
。

　

実
行
委
員
会
の
企
画
も
外
語
大

な
ら
で
は
。
ポ
ン
ダ
ン
ス
（
チ
ア
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
の
踊
り
部
分
に
特
化

し
た
ダ
ン
ス
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
舞

踊
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
朝
鮮
舞
踊

な
ど
、
７
種
類
の
ダ
ン
ス
を
披
露

す
る
「
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。

世
界
各
地
の
文
字
で
来
場
者
の
名

前
を
書
く
「
世
界
の
文
字
で
綴
る

私
の
名
前
」。
ほ
か
に
も
、
来
場
者

に
26
の
地
域
の
民
族
衣
装
を
着
て

も
ら
い
写
真
を
撮
影
す
る
「
着
て

み
よ
う
☆
民
族
衣
装
」
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
だ
。

❖

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
の
は
、
外
語

祭
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
世

界
の
知
と
文
化
が
交
差
す
る
11
月

の
数
日
間
。
こ
の
光
景
は
こ
れ
か

ら
も
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
く
だ
ろ

う
。
ぜ
ひ
実
際
に
外
語
祭
に
足
を

運
ん
で
世
界
の
華
や
ぎ
を
感
じ
て

ほ
し
い
。

学
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

爆
発
す
る
場

時
代
と
と
も
に
表
情
を
変
え

る
個
性
豊
か
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
。外
語
祭
実
行
委
員
会
の

発
行
で
近
年
で
は
コ
ン
テ
ス

ト
の
投
票
で
選
ば
れ
た
イ
ラ

ス
ト
や
オ
ブ
ジ
ェ
が
表
紙
を

飾
っ
て
い
る
。

〈上〉料理店賞で優勝に輝いた
中国語専攻。
お客さんを待たせないように
手際よく調理する。
チームワークが重要だ。
〈中／下〉専攻語料理店のメニューは、
珍しいものばかり。
世界中の料理を手軽に
食べられるのが魅力だ。

「
語
劇
」と
と
も
に
歩
ん
だ
１
１
０
年

26の専攻語の料理店は店構えも
国際色豊か。

1950年讀賣ホールで行われた
第３回語劇祭のプログラム。
今日のように字幕がなかったため、
プログラムには詳細なあらすじを載せていた。

受
け
継
が
れ
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
❸

﹇
外
語
祭
実
行
委
員
﹈

縁
の
下
の
チ
カ
ラ
モ
チ

演劇部	 ベルナール	 英語を話せばこの通り

英米	 プリーストリー	 夜の来訪者

ドイツ語	 シラー	 たくらみと恋

フランス語	 モリエール	 ジョルジュ・ダンダン

ロシヤ語	 ゴーリキー	 どん底

イタリア語	 コロッディ	 ピノッキオの冒険

イスパニヤ語	 ロルカ	 素晴らしい靴屋のおかみさん

ポルトガル語	 ドアルテ・デ・サ	 伯爵夫人と詩人

中国語	 夏衍	 心防

インド語	 ウペンドラナート・アシク	 アンジョーお姉さま

シャム語	 ル・メイ編タイ民話より	 貞淑な未亡人

インドネシヤ語 ウトウイテ・ソンタニ	 ブンガ・ルマ・マカン

「外語祭」と名称を変えた最初の年、
1955年の語劇の演目。
以後、現在までこの語劇は

外語祭の一つの企画として続いている。

参考資料／『劇場を世界に──外国語劇の歴史と挑戦』　協力／外語祭実行委員会

外
語
祭
の
呼
び
物
で
あ
る

「
語
劇
」
の
起
源
は
、
外

語
大
が
ま
だ
東
京
外
国
語
学
校

で
あ
っ
た
１
９
０
０
年
に
行
わ

れ
た
「
講
演
会
」
に
あ
る
。
会

場
と
な
っ
た
東
京
・
神
田
一
ツ

橋
の
高
等
商
業
学
校
の
講
堂
は
、

紅
白
の
幕
や
世
界
各
国
の
旗
章

な
ど
で
飾
ら
れ
、
１
０
０
０
人

を
超
え
る
観
客
で
埋
め
つ
く
さ

れ
た
。
各
国
の
大
使
や
皇
族
な

ど
錚
々
た
る
名
士
が
招
待
さ
れ

て
い
た
と
い
う
。
演
目
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
に
よ
る
モ
リ
エ
ル
の

『
女
学
者
』、
ド
イ
ツ
語
に
よ
る

シ
ラ
ー
の
『
ウ
エ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ

ル
』。「
講
演
会
」
の
評
判
は
口

伝
え
に
広
ま
り
、
特
に
宣
伝
な

ど
を
行
わ
な
か
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
年
を
重
ね
る
ご
と
に
人

気
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の

後
、
約
10
年
の
中
断
期
間
を
は

さ
み
、「
語
学
大
会
」（
１
９
１

９
年
〜
36
年
）、「
語
劇
祭
」（
１

９
４
７
年
〜
54
年
）
と
名
称
変

更
を
経
て
、
１
９
５
５
年
に
、

学
園
祭
（
文
化
祭
）
色
の
強
い

外
語
祭
と
語
劇
を
上
演
す
る
語

劇
祭
が
合
併
し
、「
外
語
祭
」
と

な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

「
語
劇
」
は
外
語
大
が
誇
る
伝

統
あ
る
催
し
な
の
だ
。
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学
長 

亀
山
郁
夫
対
談

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
青
木
倫
紀

外
語
大
は
、世
界
を
股
に
か
け
て
活
躍
す
る
人
物
を
数
多
く
輩
出
し
て
き
た
。そ
の
一
人
に
、
ア
フ
リ
カ
で
ナ
ッ
ツ

事
業
を
成
功
さ
せ
、
ケ
ニ
ア
有
数
の
企
業
グ
ル
ー
プ
を
築
き
上
げ
た
、佐
藤
芳
之
さ
ん
が
い
る
。佐
藤
さ
ん
が
ア
フ

リ
カ
に
魅
せ
ら
れ
た
の
は
、小
石
川
高
校
時
代
。ガ
ー
ナ
独
立
運
動
の
父
・
エ
ン
ク
ル
マ
元
大
統
領
の
半
生
に
感
銘

を
受
け
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
た
。語
学
を
身
に
つ
け
る
た
め
、外
語
大
に
進
学
。１
９
６
３
年
に

卒
業
し
、
ガ
ー
ナ
大
学
に
留
学
。ケ
ニ
ア
・
ナ
ッ
ツ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
設
立
し
た
の
は
74
年
の
こ
と
だ
。「
世
界
と
い

う
舞
台
で
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
の
が〝
外
語
大
ス
ピ
リ
ッ
ト
〞。そ
の
実
現
の
た
め
に
も
、語
学
は
し
っ
か
り
習
得
す

べ
き
」と
佐
藤
さ
ん
。「
明
日
を
信
じ
て
前
進
す
る
人
材
を
育
て
て
ほ
し
い
」と
母
校
に
エ
ー
ル
を
送
る
。

ゲ
ス
ト 

佐
藤
芳
之
氏

大
事
な
こ
と
は

﹁
今
、何
が
で
き
る
か
﹂

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ 

代
表
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亀
山
郁
夫
学
長
︵
以
下
、
学
長
︶　

佐
藤
さ
ん

は
、
マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
を
ケ
ニ
ア
の
主
要
輸

出
産
業
に
育
て
上
げ
た
功
労
者
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
、
新
た
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
そ
う
で
す
ね
。

佐
藤
芳
之
︵
以
下
、
佐
藤
︶　

２
０
０
５
年
か

ら
肥
料
の
開
発
・
販
売
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ナ
ッ
ツ
や
コ
ー
ヒ
ー
の
有
機
栽
培
に
適
し
た
肥

料
を
探
し
て
い
た
と
き
、
古
く
か
ら
日
本
で
使

わ
れ
て
い
た
乳
酸
菌
や
枯
草
菌
な
ど
の
微
生
物

を
ベ
ー
ス
に
し
た
資
材
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

自
社
農
園
で
ま
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
落
ち

葉
が
腐
敗
醗
酵
し
て
、
肥
料
と
し
て
作
用
す
る

こ
と
が
実
証
で
き
た
。
70
歳
ま
で
に
新
し
い
仕

事
を
始
め
た
か
っ
た
の
で
、﹁
こ
れ
だ
！
﹂
と

思
い
ま
し
た
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
・
ケ
ニ
ア
と
い
う
会
社
を
設
立
し
、
微

生
物
専
門
の
技
術
者
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
肥
料

作
り
の
製
法
を
確
立
、
一
袋
40
㎏
、
約
１
０
０

０
円
で
売
り
始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
技
術

が
汚
水
の
消
臭
・
分
解
に
も
応
用
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、
ト
イ
レ
事
業
も
始
め
ま
し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
で
は
い
ま
だ
に
＂
ぼ
っ
と
ん
ト
イ

レ
＂
が
主
流
で
す
。
ト
イ
レ
の
穴
が
い
っ
ぱ
い

に
な
る
と
、
埋
め
て
次
の
穴
を
掘
る
方
式
な
の

で
、
臭
い
し
、
ハ
エ
も
大
量
に
発
生
す
る
。
こ

の
臭
い
と
ハ
エ
を
な
く
せ
ば
、
住
環
境
改
善
に

役
立
つ
は
ず
だ
、
と
。
実
際
に
や
り
始
め
た
ら
、

か
な
り
の
効
果
が
出
ま
し
た
。
ケ
ニ
ア
で
の
事

業
も
、
市
役
所
の
汚
水
処
理
か
ら
工
場
や
ス
ラ

ム
の
ト
イ
レ
処
理
、
水
処
理
に
ま
で
広
が
っ
て

い
っ
た
。
次
に
ル
ワ
ン
ダ
に
行
き
ま
し
た
。

学
長　

ル
ワ
ン
ダ
は
、
90
年
代
に
内
戦
で
大
虐

殺
が
起
こ
っ
た
国
で
す
。

佐
藤　

ル
ワ
ン
ダ
の
首
都
キ
ガ
リ
に
は
、
内
戦

と
連
携
し
て
、
農
業
・
環
境
関
連
の
本
格
的
な

事
業
に
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

は
ア
フ
リ
カ
全
域
に
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
長　

ト
イ
レ
事
業
に
国
境
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
排
泄
は
食
事
と
同
様
、
人
間
が

生
き
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
営
み
で
す
か
ら
。

佐
藤　

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。﹁
世
界
中
ど

こ
に
で
も
適
用
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
見
つ
け

た
﹂
と
い
う
の
が
実
感
で
、
こ
こ
数
カ
月
、
ち

ょ
っ
と
興
奮
気
味
で
す
︵
笑
︶。

外
語
大
で
磨
い
た

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神

学
長　

佐
藤
さ
ん
は
１
９
６
３
年
に
イ
ン
ド
・

パ
キ
ス
タ
ン
科
を
卒
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤　

私
の
出
身
校
が
外
語
大
だ
と
知
る
と
、

ど
う
も
皆
さ
ん
、
意
外
に
感
じ
る
よ
う
で
す
。

﹁
世
界
各
地
に
飛
び
、
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
で

切
り
込
ん
で
い
く
、
そ
れ
が
外
語
大
の
ス
ピ
リ

ッ
ト
な
ん
だ
﹂
と
言
う
と
、
納
得
し
て
く
れ
る
。

た
だ
し
、
世
界
に
飛
躍
す
る
た
め
の
武
器
と
し

て
、﹁
語
学
﹂
は
必
要
で
す
。
ハ
ー
ト
だ
け
で

は
ダ
メ
で
、
相
手
を
説
得
し
、
泣
か
せ
、
笑
わ

せ
、
感
動
さ
せ
る
た
め
の
、＂
ツ
ー
ル
と
し
て

の
言
語
＂
は
非
常
に
大
切
で
す
。
海
外
に
出
て

行
く
た
め
の
国
際
セ
ン
ス
が
磨
け
る
の
は
、
外

語
大
な
ら
で
は
、
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

学
長　

ま
さ
し
く
、
外
語
大
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
だ

と
思
い
ま
す
。
在
学
中
は
ボ
ー
ト
部
に
所
属
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
と
き
の
経
験
が

今
に
生
き
て
い
る
部
分
は
あ
り
ま
す
か
。

佐
藤　

ボ
ー
ト
部
で
心
と
身
体
が
タ
フ
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
ス
ペ
イ
ン
科
の
先
輩
に
ス
ペ
イ

ン
語
の
歌
を
習
い
ま
し
て
ね
、
そ
れ
で
助
け
ら

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
外
語
大
を
卒
業
後
、

ガ
ー
ナ
大
学
に
留
学
し
、
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
に

向
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
途
中
で
船
が
故
障

し
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
カ
ナ
リ
ア
諸
島
ラ
ス
パ

ル
マ
ス
に
漂
着
し
て
し
ま
っ
た
。
船
の
修
理
を

す
る
２
週
間
、
そ
こ
で
過
ご
す
羽
目
に
な
っ
た

も
の
の
、
学
生
で
す
か
ら
お
金
も
な
い
。
そ
こ

で
、
盛
り
場
で
ラ
テ
ン
音
楽
の
流
し
を
し
て
い

る
メ
キ
シ
コ
人
３
人
組
に
頼
み
込
み
、﹁
ス
ペ

イ
ン
語
の
歌
が
歌
え
る
日
本
人
歌
手
﹂
と
し
て

雇
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。

学
長　

ガ
ー
ナ
大
に
留
学
し
た
時
点
で
す
で
に
、

常
人
と
は
違
っ
た
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

自
分
の
夢
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う
よ
り
、
何

か
与
え
ら
れ
た
運
命
を
引
き
受
け
て
い
く
よ
う

な
⋮
⋮
。
求
道
的
精
神
と
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

展
開
し
て
い
く
発
想
力
、
こ
の
二
つ
が
う
ま
く

溶
け
合
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
す
。

佐
藤　

学
生
の
頃
、﹁
少
年
よ
大
志
を
抱
け
﹂

﹁
青
年
は
荒
野
を
目
指
す
﹂
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
触
発
さ
れ
て
、
若
者
と
は
そ
う
い

う
も
の
だ
、
そ
れ
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
卒
業
時
点
で
企
業
か
ら
内

定
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
就
職
し

た
ら
そ
の
ま
ま
会
社
員
と
し
て
過
ご
す
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
、
と
思
い
ま
し
た
。

学
長　

普
通
は
就
職
が
決
ま
れ
ば
﹁
一
生
、
食

い
っ
ぱ
ぐ
れ
る
こ
と
は
な
い
﹂
と
安
心
す
る
の

に
、
佐
藤
さ
ん
は
﹁
こ
の
ま
ま
終
わ
り
た
く
な

い
﹂
と
感
じ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
見

え
て
い
た
も
の
は
、
何
で
す
か
。

佐
藤　

そ
れ
は
、
田
舎
で
の
原
体
験
が
大
き
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は
子
ど
も
の
頃
、

よ
く
、
海
岸
の
堤
防
の
先
ま
で
走
っ
て
行
っ
て

は
、
海
に
向
か
っ
て
叫
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

た
ぶ
ん
、
海
の
向
こ
う
の
お
城
で
女
官
を
は
べ

ら
せ
て
い
る
自
分
や
、
部
族
の
長
に
な
っ
て
い

る
自
分
を
空
想
し
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
。
後
に

ス
ー
ダ
ン
に
行
っ
た
と
き
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
が
バ

ラ
色
に
染
ま
っ
た
の
を
見
て
、
ふ
と
﹁
ど
こ
か

で
見
た
光
景
だ
な
﹂
と
思
っ
た
。
そ
れ
は
、
田

舎
の
海
の
夕
焼
け
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

今
ま
で
私
が
や
っ
て
き
た
こ
と
は
、
子
ど
も

の
頃
に
描
い
た
ラ
フ
・
ス
ケ
ッ
チ
に
色
を
つ
け

て
い
る
よ
う
な
も
の
。
夢
み
る
ば
か
り
で
は
し

よ
う
が
な
い
の
で
、
事
業
と
い
う
形
で
具
現
化

し
た
い
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

映
画﹃
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・

ア
フ
リ
カ
﹄に
触
発
さ
れ
て

学
長　

佐
藤
さ
ん
が
ケ
ニ
ア
・
ナ
ッ
ツ
・
カ
ン

パ
ニ
ー
を
設
立
さ
れ
た
の
が
74
年
。
夢
の
具
現

化
に
向
か
っ
て
踏
み
出
し
た
わ
け
で
す
ね
。

佐
藤　

ケ
ニ
ア
・
ナ
ッ
ツ
は
数
人
で
始
め
た
ん

で
す
が
、
30
年
後
に
は
従
業
員
４
０
０
０
人
の

会
社
に
な
り
ま
し
た
。
ケ
ニ
ア
で
は
従
業
員
１

人
当
た
り
10
人
の
親
族
を
養
っ
て
い
る
の
で
、

全
部
で
４
万
人
の
生
活
を
支
え
て
い
る
計
算
に

な
る
。
ナ
ッ
ツ
の
生
産
農
家
が
４
万
戸
ほ
ど
で

す
か
ら
、
１
戸
当
た
り
４
人
が
ナ
ッ
ツ
の
売
り

上
げ
で
生
活
し
て
い
る
と
し
て
16
万
人
、
合
計

約
20
万
人
で
す
。
そ
の
事
実
こ
そ
が
、
私
が
ア

フ
リ
カ
で
仕
事
を
す
る
安
心
感
の
源
で
あ
り
、

存
在
理
由
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

学
長　

お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
佐
藤
さ
ん
の

中
に
は
、
常
に
リ
ア
リ
ス
ト
と
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス

ト
の
両
面
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
多
く
の
人
々

の
生
活
を
支
え
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、
佐
藤

さ
ん
の
夢
を
支
え
る
原
動
力
で
も
あ
る
と
同
時

に
、
幼
い
頃
に
見
た
海
の
光
景
も
ビ
ジ
ネ
ス
の

根
幹
を
支
え
て
い
る
。
従
業
員
４
０
０
０
人
を

抱
え
る
巨
大
企
業
の
長
と
い
え
ば
、
冷
徹
な
リ

ア
リ
ス
ト
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
ア
フ
リ
カ

の
厳
し
い
現
実
に
臆
す
る
こ
と
な
く
ぶ
つ
か
っ

て
い
く
精
神
に
は
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
一
面

も
感
じ
ら
れ
る
。
今
日
は
、
佐
藤
さ
ん
の
思
い

が
け
な
い
側
面
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な

気
が
し
て
、
ち
ょ
っ
と
驚
嘆
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ケ
ニ
ア
・
ナ
ッ
ツ
の
主
力
商
品

で
あ
る
﹃
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
ア
フ
リ
カ
﹄
は
、

同
名
映
画
︵
邦
題
﹃
愛
と
哀
し
み
の
果
て
﹄︶

に
ち
な
ん
で
命
名
し
た
そ
う
で
す
ね
。

佐
藤
さ
ん
の
よ
う
な
、

桁
外
れ
の
魅
力
あ
る

若
者
を
送
り
出
し
た
い 

─
─
亀
山

ケ
ニ
ア
人
20
万
人
の

生
活
を
支
え
て
い
る
、

そ
れ
が
私
の
存
在
理
由
で
す 

─
─
佐
藤

か
め
や
ま 

い
く
お

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
外
国
語
大
学
長
。

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
関
連
の
翻
訳
・
研
究
や
、

ソ
連
・
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
下
の
政
治
と

芸
術
の
関
係
を
め
ぐ
る
著
書
が
多
い
。

主
な
も
の
に
は﹃
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー 

父
殺
し
の
文
学
﹄、翻
訳﹃
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
﹄

﹃
罪
と
罰
﹄ほ
か
。

さ
と
う 

よ
し
ゆ
き

１
９
３
９
年
生
ま
れ
。63
年
東
京
外
国
語
大
学

イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
科
卒
業
、同
年
ガ
ー
ナ
大
学
に
留
学
。

66
年
か
ら
ケ
ニ
ア
東
レ
・
ミ
ル
ズ
入
社
。

74
年
ケ
ニ
ア
・
ナ
ッ
ツ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
設
立
。

２
０
０
５
年
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

ケ
ニ
ア
を
設
立
、08
年
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
ル
ワ
ン
ダ
を
設
立
、09
年

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
設
立
。

終
了
後
に
戻
っ
た
避
難
民
が
住
む
ス
ラ
ム
が
あ

ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。＂
千
の
丘
の
国
＂
と
言

わ
れ
て
い
る
土
地
柄
で
多
く
が
斜
面
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
の
ト
イ
レ
の
汚
水
が
地
下
水

を
経
由
し
て
川
に
流
れ
込
ん
で
お
り
、
極
め
て

不
衛
生
で
す
。
こ
の
い
く
つ
か
を
試
験
的
に
改

善
し
た
と
こ
ろ
、
隣
国
の
ブ
ル
ン
ジ
や
コ
ン
ゴ
か

ら
も
声
が
掛
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス

化
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
ル
ワ
ン
ダ
を
08
年
に
設
立
し

ま
し
た
。
今
、
J
I
C
A
︵
国
際
協
力
機
構
︶
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佐
藤　

は
い
。
主
人
公
の
カ
レ
ン
は
、
夫
と
ケ

ニ
ア
で
コ
ー
ヒ
ー
農
園
を
経
営
し
て
い
た
の
で

す
が
、
あ
る
日
、
農
園
が
火
事
で
焼
け
て
し
ま

う
。
彼
女
は
農
園
で
働
く
ケ
ニ
ア
人
の
た
め
に

奔
走
す
る
も
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
庁
に
盾
突
い

て
敗
れ
、
夫
は
ほ
か
の
女
性
と
去
り
、
恋
人
も

事
故
で
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
し
て
失
意
の
な
か
、

カ
レ
ン
は
ア
フ
リ
カ
を
去
る
。
で
も
、
彼
女
の

ア
フ
リ
カ
へ
の
愛
は
、
何
に
も
替
え
難
い
も
の

だ
っ
た
。
そ
の
感
動
が
ど
う
に
も
忘
れ
ら
れ
な

く
て
、
カ
レ
ン
が
こ
れ
ほ
ど
惚
れ
込
ん
だ
大
地

の
こ
と
を
伝
え
た
い
、
と
思
い
ま
し
た
。

学
長　

佐
藤
さ
ん
は
、
ア
フ
リ
カ
だ
け
で
な
く

米
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も
、
ナ
ッ
ツ
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

佐
藤　

ナ
ッ
ツ
の
世
界
で
最
大
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
あ
り
、
ま
た
生
産
国
で
あ
る
の
が
米
国
な
ん

で
す
。
例
え
ば
、
世
界
中
で
生
産
さ
れ
る
ア
ー

モ
ン
ド
ナ
ッ
ツ
50
万
ト
ン
の
う
ち
、
45
万
ト
ン

が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
や
ら
な
い
手
は
な
い
と
思
い
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
設
計
事
務
所
で
働
い
て
い
た
娘
に
声

を
掛
け
ま
し
た
。
こ
れ
が
当
た
り
ま
し
て
ね
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
フ
リ
カ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
ト
ル
コ
、
イ

ラ
ン
な
ど
世
界
中
か
ら
ナ
ッ
ツ
を
集
め
て
加
工

し
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
菓
子
部
門
や
ス
タ
ー
バ

ッ
ク
ス 

コ
ー
ヒ
ー
の
ク
ッ
キ
ー
部
門
と
い
っ

た
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
に
営
業
を
か
け
、
契
約
に

至
り
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
、
以
前
の
５
倍
の

規
模
の
工
場
を
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
に
新
設
し
、
今

３
交
代
で
操
業
し
て
も
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
忙

し
く
し
て
い
ま
す
。

学
長　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
事
業
と
ア
フ
リ

カ
で
の
事
業
と
の
間
に
は
、
ど
ん
な
関
係
が
あ

る
の
で
す
か
。

佐
藤　

米
国
で
上
げ
た
利
益
を
、
再
び
ア
フ
リ

カ
に
戻
す
わ
け
で
す
。
あ
る
と
き
、
ル
ワ
ン
ダ

で
の
事
業
資
金
が
シ
ョ
ー
ト
し
、
娘
に
援
助
を

頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か

ら
送
金
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
い
ぞ
、
と
。

米
国
で
上
げ
た
収
益
を
で
き
る
だ
け
ア
フ
リ
カ

で
の
事
業
に
還
元
す
る
。
ア
フ
リ
カ
全
土
で
こ

の
農
業
・
環
境
事
業
を
立
ち
上
げ
る
と
な
る
と
、

資
金
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
な
い
の
で
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
上
げ
た
利
益
も
そ
の
一
助
と

し
て
循
環
さ
せ
て
使
っ
て
い
く

わ
け
で
す
。

自
ら﹁
歴
史
を
作
る
﹂

人
材
を
育
成
し
た
い

学
長　

あ
ま
り
に
も
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
す
ぎ
て
、
怯
え
す
ら
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
。

佐
藤　

い
ず
れ
ビ
ジ
ネ
ス
は
世

界
規
模
で
行
う
の
が
当
た
り
前

に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
、

外
語
大
の
こ
れ
か
ら
が
あ
る
と

思
う
ん
で
す
。
今
、
外
語
大
の

学
生
が
、
う
ち
の
ケ
ニ
ア
の
会
社
で
イ
ン
タ
ー

ン
を
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
外
語
大
か
ら
イ
ン

タ
ー
ン
生
に
来
て
も
ら
い
、
経
験
を
積
ん
で
旅

立
っ
て
ほ
し
い
。
母
校
が
、
誇
り
あ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
人
間
を
育
て
ら
れ
る
大
学
に
な
っ
て

ほ
し
い

│
そ
う
強
く
思
い
ま
す
ね
。

学
長　

佐
藤
さ
ん
に
外
語
大
の
活
躍
の
場
を
広

げ
て
い
た
だ
い
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
外
語
大
で
は
２
０
１
２
年
か
ら
の
学
部
改

編
に
と
も
な
い
、﹁
ア
フ
リ
カ
学
群
﹂
が
新
設

さ
れ
る
予
定
で
す
。﹁
ア
フ
リ
カ
学
﹂
に
か
か

わ
る
人
材
を
育
成
し
、
ア
フ
リ
カ
に
乗
り
出
し

て
い
く
若
者
を
育
て
る
の
が
目
的
で
、
お
そ
ら

く
日
本
で
初
の
試
み
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と

き
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
が
、
桁
外
れ
の
人
間
的

な
魅
力
を
持
つ
佐
藤
さ
ん
で
し
た
。
外
語
大
か

ら
、
佐
藤
さ
ん
に
続
く
人
材
が
出
て
ほ
し
い

│
そ
ん
な
思
い
が
す
ご
く
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

佐
藤　

た
ぶ
ん
、
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。

た
だ
、﹁
ア
フ
リ
カ
学
を
一
生
懸
命
勉
強
す
る
﹂

と
い
う
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。

学
長　

そ
う
で
す
ね
。﹁
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
学

ぶ
人
﹂
を
育
成
す
る
と
い

う
よ
り
、﹁
ア
フ
リ
カ
に

積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い

こ
う
﹂
と
い
う
意
気
を
持

っ
た
人
間
を
育
成
し
た
い
。

佐
藤　

全
く
そ
う
思
い
ま

す
。
大
事
な
こ
と
は
﹁
今
、

何
を
や
る
か
﹂。
歴
史
は
、

自
ら
行
動
す
る
こ
と
で
作

っ
て
い
け
ば
い
い
ん
で
す
。

研
究
す
る
よ
り
歴
史
を
作

れ
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

学
長　

言
い
換
え
れ
ば
、

歴
史
を
作
る
人
材
を
育
て
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

佐
藤　

過
去
を
追
い
か
け
る
の
で
は
な
く
、
未

来
を
作
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。﹁
ベ
タ
ー
・

ト
ゥ
モ
ロ
ウ
﹂
を
信
じ
る
人
が
50
％
以
上
い
れ

ば
、
そ
の
国
の
未
来
は
明
る
い
。
そ
う
い
う
発

想
を
持
つ
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
、
亀
山
学
長

の
お
仕
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︵
笑
︶。

会
社
経
営
は

音
楽
の
よ
う
な
も
の

学
長　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
話
は
変
わ
り

ま
す
が
、
佐
藤
さ
ん
に
と
っ
て
最
も
心
が
慰
め

ら
れ
る
時
間
と
は
、
ど
の
よ
う
な
時
間
で
す
か
。

佐
藤　

脳
を
空
っ
ぽ
に
し
て
音
楽
を
聴
く
と
き

で
す
ね
。
マ
ー
ラ
ー
の
曲
や
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の

﹃
椿
姫
﹄。
日
曜
の
午
前
中
、
燦
々
と
射
し
込
む

光
の
中
で
聴
く
マ
ー
ラ
ー
は
最
高
で
す
。
寒
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
作
ら
れ
た
音
楽
な
の
に
、
ア
フ

リ
カ
で
聴
い
て
も
不
思
議
と
ピ
タ
ッ
と
合
う
。

名
曲
は
場
所
を
選
ば
な
い
ん
で
す
ね
。

学
長　

音
楽
を
聴
く
こ
と
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
影

響
し
て
い
る
面
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤　

音
楽
は
私
に
と
っ
て
、
鎮
静
剤
で
あ
り

ビ
タ
ミ
ン
剤
で
あ
り
、
と
き
に
は
怪
し
げ
な
ド

ラ
ッ
グ
で
も
あ
り
ま
す
。
音
楽
に
よ
っ
て
気
持

ち
を
解
放
し
、
自
分
を
再
構
築
し
、
心
身
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
長　

佐
藤
さ
ん
は
と
て
も
豊
か
な
本
能
を
お

持
ち
だ
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
う
力
が
、
経
営

上
の
直
感
力
や
セ
ン
ス
を
養
っ
て
い
る
と
い
う

実
感
は
あ
り
ま
す
か
。

佐
藤　

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
常
に
計
算
外
の
こ
と
が

起
こ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
理
の
世
界
か
ら

情
の
世
界
へ
フ
ッ
と
移
る
瞬
間
が
あ
る
。
私
が

大
切
に
し
て
い
る
の
は
﹁
自
然
か
、
不
自
然

か
﹂
と
い
う
感
覚
で
す
。
流
れ
が
不
自
然
だ
と

直
感
し
た
と
き
に
は
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
判
断
を
す
る
と
き
に
は
、

情
を
理
が
追
い
か
け
て
、
会
社
が
つ
ぶ
れ
な
い

よ
う
に
手
立
て
を
講
じ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

会
社
経
営
は
、
資
金
繰
り
、
人
事
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
か
ら
な

っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

学
長　

会
社
経
営
も
ま
さ
し
く
音
楽
な
ん
で
す

ね
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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わかやま ようこ
1996年東京外国語大学フラ
ンス語専攻卒業。フランス国
家資格（C.A.P）を取得。著書
に、『スイーツマジック』（文
化出版局）、『パウンド型ひと
つで作るたくさんのケーク』
（主婦と生活社）、『小さいか
らかんたん　ココット型で作
るスイーツ』（家の光協会）な
ど多数。岡山県出身。

graduated active person in society_01

幼い頃の憧れを原動力にして
若山曜子

料理研究家

文・吉田燿子　写真・髙仲建次

　
外
語
大
を
卒
業
後
、
パ
リ
で
菓
子
作

り
を
学
ん
だ
若
山
曜
子
さ
ん
。
幼
い
頃

か
ら
菓
子
作
り
が
好
き
で
、
中
学
２
年

の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
電
気

オ
ー
ブ
ン
を
ね
だ
っ
た
。

「
父
が
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
東
京
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
地
元
の
岡
山
で
は
見

た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
素
敵
な
お
菓
子

に
出
会
っ
た
ん
で
す
」

　
美
し
い
菓
子
の
写
真
が
満
載
さ
れ
た

料
理
本
を
眺
め
な
が
ら
、「
自
分
が
作

っ
た
お
菓
子
や
本
を
通
し
て
、
家
庭
で

お
菓
子
を
作
る
人
が
増
え
た
ら
い
い

な
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
た
。

　
製
菓
学
校
へ
の
進
学
を
希
望
し
た
が
、

「
選
択
肢
は
多
い
ほ
う
が
い
い
」
と
両

親
に
説
得
さ
れ
、
大
学
進
学
を
決
意
。

「
フ
ラ
ン
ス
菓
子
の
ル
ー
ツ
を
知
り
た

い
と
思
い
」、
フ
ラ
ン
ス
語
や
フ
ラ
ン

ス
文
化
が
学
べ
る
外
語
大
に
入
学
し
た
。

授
業
は
厳
し
か
っ
た
が
、
そ
の
か
い
あ

っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
基
礎
が
身
に
つ

い
た
。
在
学
中
か
ら
パ
リ
の
語
学
学
校

や
料
理
学
校
へ
の
短
期
留
学
を
重
ね
、

卒
業
後
は
パ
リ
の
エ
コ
ー
ル
･
フ
ェ
ラ

ン
デ
ィ
製
菓
部
門
に
１
年
半
留
学
し
た
。

「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
年
齢
も
職
業
も
さ

ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
実
習
が
中
心
な
の

で
、
言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も
通
じ
合

え
る
。
助
け
合
い
の
精
神
で
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
も
よ
く
、
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
」

　
帰
国
後
、
代
々
木
上
原
の
フ
レ
ン
チ

レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
て
、
表
参
道
の
カ
フ

ェ
に
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
就
職
。
料
理

雑
誌
で
レ
シ
ピ
を
作
る
仕
事
を
始
め
た

の
も
こ
の
頃
だ
。
自
分
が
作
っ
た
菓
子

が
美
し
い
写
真
と
な
っ
て
残
り
、
多
く

の
人
々
に
そ
の
レ
シ
ピ
を
長
く
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
、
そ
ん
な
自
分
の
仕
事
の

可
能
性
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。
そ
し
て

「
い
つ
か
自
分
の
本
を
出
し
た
い
」
と

い
う
思
い
を
募
ら
せ
た
。

　
若
山
さ
ん
は
カ
フ
ェ
で
働
き
な
が
ら

夢
の
実
現
に
向
け
て
動
き
出
す
。「
フ

ラ
イ
パ
ン
で
手
軽
に
作
れ
る
お
菓
子
の

レ
シ
ピ
集
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
と
思

い
つ
き
、
企
画
を
出
版
社
に
持
ち
込
ん

だ
。
話
は
と
ん
と
ん
拍
子
で
進
み
、

『
フ
ラ
イ
パ
ン
カ
フ
ェ
』（
主
婦
と
生
活

社
）
を
出
版
。
こ
れ
に
よ
り
念
願
の
料

理
研
究
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

　
幼
い
頃
の
憧
れ
を
原
動
力
と
し
、
自

ら
の
手
で
夢
を
つ
か
ん
だ
若
山
さ
ん
。

「
今
後
は
世
界
各
地
の
料
理
を
学
び
、

日
本
の
家
庭
に
紹
介
し
た
い
で
す
ね
」

と
、
そ
の
思
い
は
尽
き
な
い
。

16GLOBE Voice 2011, Number 3

まえだ ともみ
1965年生まれ。88年東京外
国語大学中国語専攻卒業。
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ル、森ビル、エンジャパンなど
の広告を担当。広告以外で
も、ユニクロ『グローバル・コ
ミュニケーション』、リクルート
『ガテン』などのコンセプトワー
クやネーミングを手掛ける。
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言葉の力で、日本を元気にしたい
前田知巳

コピーライター、クリエイティブディレクター

　
２
０
０
６
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
ユ

ニ
ク
ロ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
旗
艦
店
が
華
々

し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
。
当
時
、
そ
の
ユ

ニ
ク
ロ
を
擁
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ

リ
ン
グ
の
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
に
参
加

し
た
の
が
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
前
田
知
巳
さ
ん
。
外
語
大
の

O
B
だ
。

「
C
E
O
の
柳
井
正
さ
ん
か
ら
は
、『
僕

と
同
じ
風
景
を
見
て
く
れ
』
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
ま
さ
し
く

〝
憑
依
〞
し
な
い
と
、
コ
ン
セ
プ
ト
ワ

ー
ク
は
で
き
な
い
。
感
応
力
が
試
さ
れ

る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
ね
」

　
熊
本
県
出
身
で
、「
漠
然
と
し
た
脱

出
願
望
」
か
ら
、
１
９
８
４
年
外
語
大

に
進
学
。
中
国
語
を
専
攻
し
た
が
、
関

心
は
次
第
に
広
告
の
世
界
へ
と
向
い
て

い
っ
た
。
折
し
も
時
代
は
バ
ブ
ル
前
夜
。

消
費
社
会
の
牽
引
役
と
し
て
広
告
業
界

が
脚
光
を
浴
び
る
な
か
、
前
田
さ
ん
は

博
報
堂
に
入
社
し
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と

し
て
の
道
を
歩
み
始
め
る
。

　
入
社
後
は
Ａ
Ｎ
Ａ
沖
縄
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
リ
ク
ル
ー
ト
『
じ
ゃ
ら
ん
』
な
ど

の
広
告
を
担
当
。
言
葉
よ
り
も
映
像
表

現
が
重
視
さ
れ
た
当
時
の
広
告
業
界
で

は
、
言
葉
を
大
事
に
す
る
前
田
さ
ん
は

「
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
」
だ
っ
た
。

　
だ
が
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
す
る
と
状
況

は
一
変
す
る
。
企
業
は
「
言
葉
」
の
発

信
力
に
注
目
し
始
め
、
前
田
さ
ん
指
名

の
発
注
が
増
え
て
い
く
。
そ
し
て
99
年

に
独
立
。
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
佐

藤
可
士
和
さ
ん
を
介
し
て
、
フ
ァ
ー
ス

ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た

の
は
、
５
年
前
の
こ
と
だ
。

「
グ
ル
ー
プ
全
体
の
企
業
理
念
を
考
え

て
く
れ
な
い
か
」。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

へ
の
転
換
を
目
指
す
柳
井
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、

社
外
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
前
田
さ
ん
に

白
羽
の
矢
を
立
て
る
。
近
年
の
『
ヒ
ー

ト
テ
ッ
ク
』
の
大
ヒ
ッ
ト
も
、
前
田
さ

ん
を
含
め
た
チ
ー
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
ワ

ー
ク
に
よ
る
成
果
の
一
つ
だ
。

　
言
葉
と
格
闘
し
続
け
て
20
年
。
今
の

自
分
に
は
、「
言
葉
に
対
し
て
内
省
的

な
」
外
語
大
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
生
き
て
い
る
、

と
前
田
さ
ん
は
言
う
。

「
日
本
は
元
気
が
な
い
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
企
業
の
魅
力
が
き
ち
ん
と
伝
え
ら

れ
れ
ば
、『
ま
だ
ま
だ
日
本
も
捨
て
た

も
の
じ
ゃ
な
い
』
と
皆
に
わ
か
っ
て
も

ら
え
る
。
言
葉
を
媒
介
に
し
て
、
こ
の

国
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が

僕
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

│
西

谷
氏
の
研
究
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
る
。

そ
の
原
点
と
も
い
え
る
の
が
、
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ
や
モ
ー
リ
ス
・
ブ
ラ

ン
シ
ョ
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

を
中
心
と
す
る
、
20
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文

学
・
思
想
へ
の
関
心
だ
。

「
20
世
紀
に
入
る
と
、〈
死
〉
が
避
け
が

た
い
テ
ー
マ
と
な
り
、
文
学
と
哲
学
が

急
速
に
接
近
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
人

が
生
き
る
世
界
の
こ
と
を
考
え
る
哲
学

と
、
生
き
る
こ
と
を
表
現
す
る
文
学
は
、

〈
死
〉
と
い
う
も
の
を
扱
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
が
、
万
人
が
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
、
誰
も
が
死
か
ら
逃
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
時
代
に
な
り
ま
す
。〈
戦

争
の
世
界
化
〉
は
大
量
死
を
も
た
ら
し
、

死
が
本
格
的
な
考
察
の
対
象
と
な
っ
た

の
で
す
」

　

自
分
の
死
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

い
状
態
で
、
猛
烈
に
苦
し
み
な
が
ら
生

き
て
い
る

│
そ
れ
が
人
間
の
基
本
的

な
条
件
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

何
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。
西
谷
氏
の
探

究
は
、
１
９
９
０
年
に
出
版
さ
れ
た
処

女
作
『
不
死
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
に
と

も
な
い
、
政
治
、
経
済
、
社
会

の
変
化
は
地
球
規
模
で
進
み
つ
つ
あ
る
。

だ
が
一
方
で
は
、
経
済
格
差
や
紛
争
の

拡
大
、
環
境
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
浮
上
し
て
い
る
の
も
事
実
だ
。

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
は
、

政
治
的
・
経
済
的
観
点
だ
け
で
は
理
解

で
き
な
い
。
世
界
を
動
か
す
の
は
〝
言

葉
〞
や
〝
考
え
方
〞
で
あ
り
、
そ
れ
こ

そ
が
世
界
を
造
形
し
て
い
る
か
ら
で
す
」

と
、
西
谷
修
氏
は
語
る
。

　

そ
の
好
例
が
２
０
０
１
年
の
「
９
・

11
」
だ
。
米
国
が
掲
げ
た
「
テ
ロ
と
の

戦
争
」
と
い
う
言
葉
は
、
新
し
い
戦
争

の
枠
組
み
を
作
っ
て
、
瞬
く
間
に
世
界

中
を
席
巻
。
イ
ラ
ク
戦
争
に
は
多
く
の

国
が
関
係
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
言
葉
の
造
形
力
に
よ
っ
て
人
は
ど
う

動
か
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
世
界
像
が
作

ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
を
思
想
史
的
に
考

え
な
い
か
ぎ
り
、
問
題
の
本
質
は
理
解

で
き
な
い
の
で
す
」

　

戦
争
論
、
世
界
史
論
、
ド
グ
マ
人
類

学
、
医
療
思
想
史
、
ク
レ
オ
ー
ル
文

学
・
思
想
、
そ
し
て
そ
れ
を
統
合
す
る

結
実
し
て
い
く
。

36
歳
の〝
風
来
坊
〞、

大
学
教
員
に
な
る

　

西
谷
氏
の
経
歴
は
実
に
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

１
９
６
８
年
東
京
大
学
法
学
部
に
入
学
。

安
保
闘
争
の
さ
な
か
、「
最
も
役
に
立
た

な
い
こ
と
で
人
生
を
費
や
そ
う
」
と
フ

ラ
ン
ス
文
学
を
始
め
た
。
卒
業
後
、
東

京
都
立
大
学
の
大
学
院
に
進
み
、
79
〜

82
年
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費
留
学
生
と

し
て
パ
リ
第
８
大
学
に
留
学
。
こ
こ
で

西
谷
氏
は
、
ブ
ラ
ン
シ
ョ
の
思
想
的
遺

言
と
も
い
わ
れ
る
著
作
『
明
か
し
え
ぬ

共
同
体
』
に
出
会
う
。

「
こ
れ
こ
そ
自
分
の
書
き
た
か
っ
た
こ

と
だ
」

│
そ
う
直
感
し
た
西
谷
氏
は
、

帰
国
後
に
本
書
を
翻
訳
し
、
原
稿
用
紙

80
枚
分
の
解
説
を
付
け
て
出
版
。
こ
れ

が
き
っ
か
け
で
、『
現
代
思
想
』
な
ど
の

雑
誌
か
ら
原
稿
の
執
筆
依
頼
が
舞
い
込

む
よ
う
に
な
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
の
辞
典
の
編
集
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な

が
ら
執
筆
活
動
を
行
い
、
論
壇
で
も
注

西
谷 

修
教
授

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
・
先
端
研
究
部
門

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
は
、

言
葉
の〝
造
形
力
〞を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。

│
そ
う
語
る
西
谷
氏
の
研
究
業
績
は
、実
に
多
彩
だ
。

20
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
思
想
か
ら
、

戦
争
論
、世
界
史
論
、ド
グ
マ
人
類
学
、

医
療
思
想
史
、グ
ロ
ー
バ
ル・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
ま
で
。

融
通
無
碍
の
発
想
を
培
っ
た
の
は
、

30
代
半
ば
ま
で
の〝
風
来
坊
〞生
活
だ
っ
た
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
高
仲
建
次 に

し
た
に 

お
さ
む

１
９
５
０
年
愛
知
県
生
ま
れ
。東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、

東
京
都
立
大
学
大
学
院
仏
文
科
修
士
課
程
修
了
。

79
〜
82
年
パ
リ
第
８
大
学
に
留
学
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
執
筆
活
動
を
経
て
、

82
年
よ
り
明
治
学
院
大
学
文
学
部
に
奉
職
。同
大
教
授
を
経
て
、

２
０
０
０
年
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
地
域
文
化
研
究
科
・

国
際
協
力
講
座
教
授
に
就
任
、09
年
よ
り
現
職
。
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言
葉
の〝
造
形
力
〞が
世
界
を
動
か
す

目
さ
れ
る
存
在
に
。
明
治
学
院
大
学
の

専
任
講
師
に
な
っ
た
の
は
、
帰
国
か
ら

４
年
後
の
36
歳
の
と
き
の
こ
と
だ
。
以

後
、『
不
死
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
や

『
戦
争
論
』『
夜
の
鼓
動
に
ふ
れ
る
』
な

ど
の
著
作
を
次
々
に
発
表
。
西
谷
氏
は
、

現
代
思
想
に
お
け
る
気
鋭
の
論
客
と
し

て
の
地
歩
を
築
い
て
い
っ
た
。

　

だ
が
、
そ
の
後
の
西
谷
氏
は
、
現
実

の
世
界
と
切
り
結
ぶ
方
向
へ
と
次
第
に

研
究
姿
勢
を
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
く
。

　

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
や
は
り

パ
リ
だ
っ
た
。
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
（
研
究

の
た
め
の
長
期
休
暇
）
で
パ
リ
に
滞
在

し
て
い
た
91
年
、
西
谷
氏
は
チ
ュ
ニ
ジ

ア
の
精
神
分
析
家
フ
ェ
テ
ィ
・
ベ
ン
ス

ラ
マ
や
、
ド
グ
マ
人
類
学
を
提
唱
す
る

法
制
史
家
ピ
エ
ー
ル
・
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル

と
出
会
う
。

「
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
は
、『
人
間
と
は
言
葉

で
生
存
を
組
織
す
る
動
物
』
で
あ
る
と

主
張
し
、
西
洋
文
明
を
徹
底
的
に
批
判

し
て
い
た
。
ま
た
、
ベ
ン
ス
ラ
マ
は
イ

ス
ラ
ム
世
界
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関
係

に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
。
彼

ら
と
の
20
年
近
い
交
流
は
、
自
分
自
身

の
考
え
を
明
確
に
す
る
の
に
た
い
へ
ん

役
立
ち
ま
し
た
」

　

パ
リ
で
の
出
会
い
を
機
に
、
西
谷
氏

は
フ
ラ
ン
ス
文
学
か
ら
思
想
史
へ
と
研

究
の
軸
足
を
移
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は

後
年
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

２
０
０
０
年
、
東
京
外
国
語
大
学
大

学
院
・
国
際
協
力
講
座
の
教
授
に
就
任
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
な
ど
外

部
機
関
と
の
連
携
講
座
も
あ
り
、
そ
こ

で
西
谷
氏
は
中
山
智
香
子
准
教
授

（
現
・
教
授
）
と
と
も
に
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
を
立
ち
上
げ
る
。

こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
す
諸

問
題
に
領
域
横
断
的
に
取
り
組
む
実
践

的
研
究
の
試
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

研
究
の
方
向
を
決
定
づ
け
た

９
・
11
と
い
う
出
来
事

　

９
・
11
が
勃
発
し
た
の
は
、
外
語
大

に
赴
任
し
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。
雑

誌
『
世
界
』
に
寄
稿
し
た
論
考
を
き
っ

か
け
に
、
西
谷
氏
は
米
国
政
策
批
判
の

急
先
鋒
と
し
て
一
躍
、
論
壇
の
注
目
を

浴
び
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
も
、
９
・
11

後
の
世
界
と
日
本
の
激
動
に
照
準
を
合

わ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

　

国
際
協
力
講
座
は
２
０
０
０
年
か
ら

08
年
ま
で
続
き
、
各
界
か
ら
ゲ
ス
ト
を

招
い
て
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。
ル
ジ
ャ
ン
ド

ル
や
『
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』
編
集

長
・
広
河
隆
一
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の

中
村
哲
医
師
、
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
が
講
師
に
招
か
れ
、

05
年
に
は
、
西
谷
氏
が
日
本
に
紹
介
し

た
映
画
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
悪
夢
』
の
ザ

ウ
パ
ー
監
督
を
招
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
。
ま
た
、
沖
縄
の
問
題
に
も

終
始
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
ほ

か
に
も
、
研
究
者
と
し
て
ま
だ
ま
だ
や

り
た
い
こ
と
は
多
い
。〈
世
界
史
〉
と
い

う
思
考
の
枠
組
み
に
つ
い
て

理
論
化
す
る
仕
事
も
し
た

い
し
、
今
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル

が
進
め
て
い
る
ド
グ
マ
人
類

学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
か

か
わ
り
た
い
。
さ
ら
に
、
研

究
者
と
し
て
の
原
点
と
も

い
え
る
、〈
死
〉
の
問
題
に

も
再
び
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　

西
谷
氏
の
活
動
は
、
従

来
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
枠
に
と
ら
わ
れ

な
い
柔
軟
性
と
広
が
り
に
富
ん
で
い
る
。

そ
の
融
通
無
碍
な
発
想
が
、「
36
歳
ま

で
は
風
来
坊
だ
っ
た
」
と
い
う
型
破
り

の
経
歴
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

「
外
語
大
の
学
生
に
は
、
ま
ず
世
の
中

に
出
て
社
会
経
験
を
積
む
こ
と
を
勧
め

た
い
で
す
ね
。
人
生
は
長
い
の
だ
か
ら
、

い
く
ら
で
も
や
り
直
し
が
き
く
。
ふ
と

し
た
き
っ
か
け
で
始
め
た
こ
と
が
、
そ

の
後
の
道
を
開
い
て
い
く
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
正
し
い
決
定
を
し
よ
う
と
迷

う
よ
り
、
と
り
あ
え
ず
始
め
て
み
た
ほ

う
が
い
い
。
い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
、
自
分
が
本
当
に
納
得
で
き
る
生

き
方
を
選
べ
ば
い
い
の
で
す
」

　

人
生
は
、
目
的
に
向
か
っ
て
真
っ
す

ぐ
に
進
む
こ
と
が
正
解
と
は
限
ら
な
い
。

回
り
道
に
も
必
ず
収
穫
が
あ
る
こ
と
を

西
谷
氏
は
誰
よ
り
も
知
っ
て
い
る
。

〈上〉学外との連携を強め、
各界からキーマンを招いて
公開シンポジウムを開催。写真は、
研究講義棟1階で開催した
ナクトウェイ・広河ジョイント写真展。
〈右〉中東の衛星テレビ局、
アルジャジーラを訪問した。
〈左〉グローバル・スタディーズでは、
沖縄の問題にも一貫して取り組んでいる。

西谷氏は
これまで数多くの著訳書を
世に送り出してきた。
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person
do ing

re sea r ch
厳
格
な
イ
ス
ラ
ム
法
の
下
で
は
、
ム

ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
が
異

教
徒
と
生
活
を
共
に
し
、
ま
し
て
や
結

婚
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
│
│
そ

ん
な
常
識
を
根
底
か
ら
覆
す
南
タ
イ
の

村
で
、
20
年
間
に
わ
た
り
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
実
施
。
そ
の
多
様
な
宗
教
実

践
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
西

井
凉
子
氏
だ
。

　

西
井
氏
が
南
タ
イ
西
岸
の
村
で
調
査

を
始
め
た
の
は
、
博
士
課
程
に
在
籍
し

て
い
た
26
歳
の
と
き
。
知
り
合
い
か
ら

紹
介
さ
れ
た
10
以
上
の
調
査
候
補
地
を

実
際
に
訪
れ
選
ん
だ
。
ム
ス
リ
ム
と
仏

教
徒
が
平
和
に
暮
ら
し
、
通
婚
す
ら
結

ぶ
こ
の
村
で
、
異
文
化
共
存
の
本
質
を

見
出
し
た
。

「
ム
ス
リ
ム
と
仏
教
徒
は
一
見
、
違
う

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、『
平
和
で
よ
り
よ

い
生
活
を
し
た
い
』
と
い
う
思
い
は
変

わ
ら
な
い
。
宗
教
や
慣
習
が
違
っ
て
も
、

人
は
つ
な
が
り
あ
え
る
存
在
だ
と
理
解

で
き
れ
ば
、
無
用
な
偏
見
を
減
ら
す
こ

と
も
で
き
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
う
こ
と
の
意
義
も
、
そ
こ
に
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

未
知
の
世
界
を
探
検
す
る

人
類
学
者
に
憧
れ
て

　

西
井
氏
の
人
類
学
者
と
し
て
の
原
点

は
高
校
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
き
っ
か

け
は
、
妹
か
ら
贈
ら
れ
た
一
冊
の
写
真

集
だ
っ
た
。
ア
マ
ゾ
ン
奥
地
の
ヤ
ノ
マ

ミ
族
を
撮
影
し
た
そ
の
写
真
集
に
は
、

人
類
学
者
に
よ
る
解
説
が
収
録
さ
れ
て

い
た
。
世
界
各
地
の
秘
境
に
分
け
入
っ

て
い
く
、
探
検
家
然
と
し
た
人
類
学
者

た
ち
│
│
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
未
知
の

世
界
へ
の
憧
れ
に
火
を
つ
け
た
。

　

京
大
・
同
大
学
院
に
進
学
し
て
人
類

学
研
究
に
取
り
組
み
、
１
９
８
６
年
に

タ
イ
の
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
に
留
学
。〝
人

類
学
者
未
踏
の
地
〞
で
あ
っ
た
南
タ
イ

西
岸
の
村
で
、
２
年
４
カ
月
に
わ
た
る

１
回
目
の
調
査
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　

仏
教
徒
が
95
％
を
占
め
る
タ
イ
に
あ

っ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
境
に
近
い
南
タ

イ
は
、
人
口
の
60
〜
80
％
を
ム
ス
リ
ム

が
占
め
る
特
異
な
地
域
で
あ
る
。

「
ム
ス
リ
ム
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
慣
習
を

頑
な
に
守
っ
て
生
き
て
い
る
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
で
は
、
ム

ス
リ
ム
と
仏
教
徒
が
混
住
し
て
い
る
南

タ
イ
の
村
で
は
、
人
々
は
ど
の
よ
う
に

生
活
し
、
ど
ん
な
影
響
を
与
え
あ
い
、

ど
う
や
っ
て
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る

の
か
。
そ
の
実
態
を
、
調
査
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
た
の
で
す
」

　

人
類
学
の
調
査
の
基
本
は
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
だ
。
調
査
地
の
人
々
の
慣
習

や
考
え
方
を
理
解
す
る
に
は
、
ま
ず
現

地
の
言
葉
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
意
味
で
も
、
現
地
に
一
定
期

間
居
住
す
る
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持

つ
。
長
期
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
は
、

人
類
学
者
と
し
て
独
り
立
ち
す
る
た
め

の
〝
通
過
儀
礼
〞
で
も
あ
る
の
だ
。

　

と
は
い
え
、
単
身
、
異
境
に
飛
び
込

ん
で
の
調
査
は
容
易
で
は
な
い
。
西
井

氏
は
さ
ま
ざ
ま
な
壁
に
直
面
し
た
。

「
滞
在
先
で
は
誰
も
が
協
力
的
と
は
限

ら
な
い
し
、
特
定
の
人
と
親
し
く
す
る

の
を
快
く
思
わ
な
い
人
も
い
ま
す
。
例

え
ば
、
調
査
で
ム
ス
リ
ム
と
会
う
機
会

が
多
く
な
る
と
、
仏
教
徒
か
ら
『
あ
の

日
本
人
は
ム
ス
リ
ム
側
だ
』
と
思
わ
れ

て
し
ま
う
。
調
査
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
た
め
に
も
、
人
間
関
係
に
は
か
な
り

気
を
遣
い
ま
し
た
」

　

だ
が
、
次
第
に
興
味
深
い
事
実
が
明

ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

　

あ
る
ム
ス
リ
ム
世
帯
を
訪
れ
た
と
き

の
こ
と
だ
。
調
査
項
目
の
一
つ
に
「
出

家
経
験
の
有
無
」
が
あ
っ
た
が
、
仏
教

徒
と
違
っ
て
ム
ス
リ
ム
に
は
出
家
の
慣

習
が
当
然
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
ム
ス
リ
ム
世
帯
で
は
そ
の
質
問
を

省
く
こ
と
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
う
っ

か
り
出
家
経
験
の
有
無
を
尋
ね
て
し
ま

っ
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
ム
ス
リ
ム
で

あ
る
は
ず
の
母
と
長
女
に
、
出
家
経
験

が
あ
る
こ
と
が
判
明
。「
ム
ス
リ
ム
が
仏

教
儀
礼
を
取
り
込
む
」
と
い
う
世
界
的

に
も
稀
有
な
事
例
が
、
ふ
と
し
た
偶
然

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

88
年
に
帰
国
し
た
後
も
、
１
、２
年
に

一
度
の
ペ
ー
ス
で
現
地
調
査
を
重
ね
、

そ
の
成
果
は
『
死
を
め
ぐ
る
実
践
宗
教

南
タ
イ
の
ム
ス
リ
ム
・
仏
教
徒
関
係
へ

の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
』（
２
０
０
１
年

刊
）
に
結
実
し
た
。

人
類
学
が
切
り
開
く

新
し
い
可
能
性

　

人
類
学
と
い
う
学
問
の
一
番
の
お
も

し
ろ
さ
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

生
身
の
人
間
と
の
ふ
れ
あ
い
が
思
考
の

ス
パ
ー
ク
を
も
た
ら
し
、
新
し
い
知
見

へ
の
導
火
線
と
な
っ
て
い
く
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
行
く
と
、
自

分
が
生
き
る
世
界
と
の
違
い
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
、
自
分
自
身
の

生
活
を
振
り
返
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

人
間
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
西
井
氏
だ
が
、
初
回
調
査

か
ら
20
年
の
歳
月
を
経
た
今
、
研
究
者

と
し
て
の
転
機
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
い

う
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
結

婚
・
出
産
・
育
児
の
経
験
で
あ
っ
た
。

　

二
児
の
母
と
な
り
、
タ
イ
や
イ
ギ
リ

ス
で
の
在
外
研
究
の
折
に
は
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
持
参
で
子
連
れ
渡
航
を
行
う
。
家

庭
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
に
対

す
る
考
え
方
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。

「
一
見
、
家
庭
生
活
と
人
類
学
は
別
個

の
も
の
に
見
え
ま
す
が
、『
人
と
の
か
か

わ
り
』
が
焦
点
に
な
る
と
い
う
点
で
は
、

共
通
す
る
面
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

研
究
も
日
常
生
活
も
、
煎
じ
つ
め
れ
ば

同
じ
も
の
で
は
な
い
か
│
│
そ
ん
な
思

い
が
強
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
」

　

人
類
学
は
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
と
も
密

接
な
関
係
が
あ
る
、
と
西
井
氏
は
言
う
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
自
分

自
身
の
身
体
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
、

文
章
に
ま
と
め
て
伝
え
る
。
そ
れ
が
人

類
学
の
調
査
報
告
だ
と
す
れ
ば
、
人
類

学
研
究
は
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
と
も
つ
な

が
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
研

究
対
象
を
外
か
ら
見
る
の
で
は
な
く
、

自
分
自
身
が
身
体
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
を
、
徹
底
的
に
意
識
化
し
て
い
く
。

そ
の
作
業
を
通
じ
て
、
研
究
に
も
新
た

な
広
が
り
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
す
」

　

研
究
者
自
ら
が
意
識
化
を
徹
底
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
性
を
追
究
す

る
普
遍
的
な
思
考
を
目
指
す
│
│
こ
の

作
業
を
突
き
つ
め
れ
ば
、
人
類
学
や
哲

学
と
い
っ
た
学
問
分
野
の
壁
は
意
味
を

持
た
な
く
な
る
、
と
西
井
氏
。

「『
外
か
ら
研
究
対
象
を
理
解
す
る
』

と
い
う
従
来
の
壁
を
突
破
し
た
い
。
今

後
は
〝
自
分
〞
を
入
れ
た
民
族
誌
を
書

い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

そ
の
明
る
い
ま
な
ざ
し
は
、
人
類
学

が
内
包
す
る
新
た
な
可
能
性
に
向
け
ら

れ
て
い
る
。

西
井
凉
子
教
授

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所 

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
企
画
セ
ン
タ
ー

人
類
学
者
未
踏
の
地
で
あ
っ
た
南
タ
イ
西
岸
の
地
で
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
敢
行
。

そ
こ
は
、ム
ス
リ
ム
と
仏
教
徒
が
共
存
し
、

影
響
を
与
え
あ
う
稀
有
な
村
だ
っ
た
。

「
人
類
学
は
、煎
じ
つ
め
れ
ば
家
庭
や
ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
と
同
じ
」と
語
り
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら

人
間
性
を
追
究
す
る
普
遍
的
思
考
を
目
指
す
。

そ
の
視
線
の
先
に
は
、

新
た
な
学
問
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
髙
仲
建
次 に

し
い 

り
ょ
う
こ

1
9
8
3
年
京
都
大
学
文
学
部
卒
業
、

86
年
同
大
学
大
学
院
修
士
課
程
社
会
学
専
攻
修
了
、

同
年
タ
イ
国
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
へ
留
学
、

91
年
京
都
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
を
単
位
取
得
後
退
学
。

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
を
経
て
、

94
年
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
･
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
助
手
、

98
年
同
助
教
授
、２
０
１
０
年
よ
り
現
職
。博
士（
文
学
）。

2004年以降、暴力事件が頻発するようになった、
南タイ東岸のパタニで暮らす子どもと。写真中央は西井氏。

異文化共存の実態をまとめた
『死をめぐる実践宗教　
南タイのムスリム・仏教徒関係への
パースペクティヴ』（世界思想社）。

Interview
 w

ith R
yoko N

ishii

フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
普
遍
的
思
考
を
目
指
す

托鉢にお布施をする元ムスリムの女性。
仏教に改宗した（南タイ西岸）。

ミャンマー

ラオス

チェンマイ

バンコク

カンボジア

マレーシア

南タイ西岸サトゥーン 南タイ東岸パタニ

■南タイ

■20年にわたりフィールド
　ワークを実施

マレーシア国境に近い南タイは、
人口の60 ～ 80％をムスリムが占める地域である。

ミャンマー ラオスチェンマイ

バンコク

カンボジア

マレーシア

20GLOBE Voice 2011, Number 3GLOBE Voice 2011, Number 321



3

person
do ing

re sea r ch

術
師
で
も
あ
っ
た
の
で
す
」

　

だ
が
、
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
た
。

「
元
素
記
号
を
使
う
今
の
化
学
と
違
い
、

こ
の
時
代
に
は
、
日
常
的
な
言
葉
が
化

学
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ

を
現
代
の
言
葉
に
変
換
す
る
の
は
、
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

当
時
の
化
学
が
錬
金
術
と
不
可
分
の

関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
、
研
究
を
一
層

困
難
に
し
た
。

「
錬
金
術
で
は
、
重
要
な
発
見
を
部
外

者
か
ら
隠
す
た
め
に
意
図
的
に
わ
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る
、
つ
ま
り
メ
タ
フ
ァ

ー
を
使
う
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

慣
れ
る
ま
で
に
、
か
な
り
時
間
を
要
し

ま
し
た
」

　

さ
ら
に
、
国
内
で
入
手
で
き
る
ボ
イ

ル
の
資
料
も
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
吉
本
氏
は
、
ボ
イ
ル
が
ど
ん
な

文
献
を
参
照
し
、
自
ら
の
思
想
形
成
に

利
用
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

思
い
立
つ
。
と
り
あ
え
ず
、『
ボ
イ
ル
全

集
』
全
６
巻
を
く
ま
な
く
調
べ
、
ボ
イ

ル
が
引
用
し
て
い
る
文
献
の
リ
ス
ト
を

作
成
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

　

と
は
い
え
、
文
献
の
原
典
に
当
た
ら

な
い
か
ぎ
り
、
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ

て
い
る
。
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
あ
る

研
究
者
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

　

あ
る
日
、
ベ
ル
ギ
ー
の
リ
エ
ー
ジ
ュ

に
住
む
平
井
浩
博
士
が
吉
本
氏
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
、
メ
ー
ル
で
連
絡

を
と
り
あ
う
よ
う
に
な
っ
た
。

「
２
０
０
５
年
に
ボ
ル
ド
ー
で
、
ボ
イ

ル
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
ボ
イ
ル
に
つ
い
て
一
緒
に

研
究
し
ま
せ
ん
か
」

　

そ
う
平
井
氏
に
誘
わ
れ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
日
本
と
ベ
ル
ギ
ー

の
間
で
共
同
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

そ
し
て
、
ボ
イ
ル
の
鉱
物
学
思
想
が
ヨ

ハ
ン
・
ゲ
ル
ハ
ル
ト
の
著
作
を
ソ
ー
ス

と
し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
原
典
を
所
蔵
す
る

図
書
館
は
少
な
い
の
で
、
平
井
さ
ん
の

つ
て
を
た
ど
り
、
ド
イ
ツ
か
ら
ゲ
ル
ハ

ル
ト
の
著
作
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ピ
ー
を
取

り
寄
せ
ま
し
た
。
ボ
イ
ル
が
そ
の
文
献

を
ど
こ
で
引
用
し
て
い
る
か
調
べ
た
と

こ
ろ
、
理
論
の
根
幹
を
な
す
決
定
的
な

部
分
で
使
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

の
で
す
」

研
究
進
展
の
カ
ギ
は

国
際
化
と
デ
ジ
タ
ル
化

　

そ
の
成
果
を
、
05
年
の
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
共
同
発
表
し
た
。
発
表
が
終

わ
る
と
〝C

ongratulations !

〞
と

司
会
者
か
ら
祝
福
さ
れ
た
。

「
こ
の
会
議
に
は
世
界
中
の

ボ
イ
ル
研
究
者
が
集
ま
っ
て

い
た
の
で
、
こ
れ
が
世
界
初

の
発
見
だ
と
い
う
こ
と
を
、

即
座
に
理
解
し
て
も
ら
え
た

の
で
す
」

　

日
本
か
ら
一
歩
飛
び
出
せ
ば
、
世
界

の
第
一
線
で
研
究
が
で
き
る
│
│
吉
本

氏
は
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
た
。

　

ボ
ル
ド
ー
で
の
交
流
を
機
に
、
世
界

的
な
ボ
イ
ル
学
者
マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ン
タ

ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
研
究
者
ヨ
ル
ダ

ン
・
ア
ブ
ラ
モ
フ
と
３
人
で
共

同
研
究
を
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
成

果
は
〝R

obert B
oyle 

Project, O
ccasional 

Papers N
o.4

〞
と
し
て

出
版
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
折
か
ら
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
流
れ
も
追
い

風
と
な
っ
た
。
欧
米
で

は
図
書
館
の
蔵
書
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
み
、
今
で
は
17
、
18
世

紀
の
英
語
文
献
の
ほ
と
ん
ど
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
参
照
で
き
る
と
い
う
。

国
際
的
な
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広

が
り
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
こ
れ

ら
が
両
輪
と
な
っ
て
、
今
後
は
加
速
度

的
に
研
究
が
進
む
だ
ろ
う
、
と
吉
本
氏

は
期
待
を
寄
せ
る
。

　

当
面
の
目
標
は
、
博
士
論
文
の
執
筆

だ
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
の
集
大
成

と
し
て
、
ボ
イ
ル
の
思
想
形
成
の
過
程

を
明
ら
か
に
し
た
い
、
と
抱
負
を
語
る
。

「
科
学
史
の
世
界
で
は
、
史
料
に
よ
る

検
証
が
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ボ
イ
ル
が
着
想
を
得
た
具
体
的
な
プ
ロ

セ
ス
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
人
間

ボ
イ
ル
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
た
〝
現
場
〞
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
い
、

と
考
え
て
い
ま
す
」

吉
本
秀
之
教
授

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
・
言
語
文
化
部
門

普
遍
性
を
追
求
す
る
科
学
の
世
界
も
、

時
代
背
景
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。

「
科
学
革
命
」の
立
役
者
と
な
っ
た

科
学
者
た
ち
も
ま
た
、17
世
紀
と
い
う
自
ら
が
生
き
た

時
代
の
影
響
を
免
れ
な
か
っ
た
。

彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、

科
学
上
の
発
見
へ
と
た
ど
り
着
い
た
の
か
。

吉
本
氏
は
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ジ
タ
ル
化
を

フ
ル
活
用
し
て
科
学
史
研
究
を
進
展
さ
せ
た
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
髙
仲
建
次 よ

し
も
と 

ひ
で
ゆ
き

１
９
８
１
年
東
京
大
学
教
養
学
部
卒
業
、

88
年
同
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
・

所
定
単
位
修
得
退
学
。理
学
修
士（
東
京
大
学
）。

専
門
は
科
学
技
術
史
・
科
学
技
術
論
。

17
世
紀
科
学
革
命
期
の
科
学
史
を
研
究
し
、

特
に
伝
統
的
な
ロ
バ
ー
ト
・
ボ
イ
ル
像
に
つ
い
て
の

全
面
的
な
見
直
し
作
業
に
貢
献
し
て
い
る
。

Interview
 w

ith H
ideyuki Yoshim

oto

科
学
者
の〝
創
造
〞の
瞬
間
に
迫
り
た
い

国内外の図書館から取り寄せた、
大量のマイクロフィルム。

今ではデジタル化の進展により、
海外の資料に関しては、ほぼインターネットで

入手できるようになった。

万
有
引
力
の
法
則
を
発
見
し
た
ニ
ュ

ー
ト
ン
は
、
近
代
科
学
の
祖
と

し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
だ
。
だ
が
、
そ

の
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
「
錬
金
術
師
」
で
も

あ
っ
た
こ
と
は
、
意
外
に
知
ら
れ
て
い

な
い
。

「
科
学
と
い
う
と
、
歴
史
を
超
え
た
普

遍
的
な
学
問
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し

か
し
近
代
科
学
の
成
立
期
に
は
、
今
の

科
学
と
は
明
ら
か
に
異
質
な
『
科
学
』

が
存
在
し
て
い
た
。
科
学
も
ま
た
、
あ

る
時
代
背
景
の
な
か
で
人
間
が
生
み
出

し
た
、
一
つ
の
文
化
と
い
え
る
。
そ
こ

に
科
学
史
の
お
も
し
ろ
さ
が
あ
り
ま
す
」

そ
う
、
吉
本
秀
之
氏
は
語
る
。

　

科
学
史
は
、
自
然
科
学
と
人
文
科
学

の
中
間
に
位
置
す
る
学
問
分
野
で
あ
る
。

そ
の
日
本
に
お
け
る
草
分
け
的
存
在
と

も
い
え
る
の
が
、
吉
本
氏
の
出
身
校
で

あ
る
東
京
大
学
教
養
学
部
だ
。
理
系
で

入
学
し
た
吉
本
氏
は
、
大
学
に
入
っ
て

初
め
て
知
っ
た
「
科
学
史
・
科
学
哲
学
」

を
専
攻
。
学
際
的
研
究
の
お
も
し
ろ
さ

に
惹
か
れ
て
い
っ
た
。

　

専
門
分
野
は
、
17
世
紀
の
科
学
史
。

17
世
紀
と
い
え
ば
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ

イ
コ
ン
、
デ
カ
ル
ト
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
な
ど
を
輩
出
し
た
、「
科
学

革
命
」
の
時
代
だ
。
ル
ネ
サ
ン
ス
や
宗

教
改
革
を
経
て
、
中
世
的
な
キ
リ
ス
ト

教
的
世
界
観
が
崩
壊
し
、
科
学
上
の
新

発
見
が
相
次
い
だ
。

「
西
欧
中
世
の
ス
コ
ラ
哲
学
で
は
、
宇

宙
の
中
心
に
地
球
が
あ
り
、
す
べ
て
の

天
体
は
地
球
の
周
り
を
回
転
し
て
い
る

と
さ
れ
た
。
重
要
な
の
は
、
こ
の
閉
じ

ら
れ
た
世
界
の
外
側
に
、
神
が
存
在
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
宇

宙
は
つ
な
が
っ
て
い
て
、
天
体
の
力
が

人
間
や
地
球
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
の
で
す
」

　

こ
の
幸
福
で
安
定
し
た
世
界
観
は
、

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
登
場
に
よ
っ
て
覆
さ

れ
る
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
説
は
、

地
球
を
宇
宙
の
中
心
か
ら
宇
宙
の
片
隅

に
追
い
や
っ
た
。
神
の
も
と
で
予
定
調

和
の
世
界
に
生
き
て
い
た
人
間
は
、
突

然
、
無
機
質
な
宇
宙
空
間
に
放
り
出
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

「
地
球
が
無
限
の
宇
宙
に
浮
か
ん
で
い

る
│
│
こ
の
感
覚
は
、
当
時
、
深
刻
な

不
安
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
パ
ス
カ

ル
な
ど
は
神
経
過
敏
症
に
な
り
、
隣
に

物
を
置
い
て
お
か
な
い
と
『
宇
宙
の
深

淵
に
落
ち
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
』

と
不
安
に
な
っ
た
ほ
ど
で
す
」

　

旧
来
の
価
値
観
の
崩
壊
に
よ
り
、

人
々
が
直
面
し
た
精
神
的
危
機
。
そ
れ

を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
「
答
」

が
必
要
だ
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
宇

宙
は
ど
の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る
の

か
│
│
知
識
人
の
間
に
、
新
し
い
科
学

的
知
見
へ
の
渇
望
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ

が
近
代
科
学
の
黎
明
を
も
た
ら
し
た
の

だ
と
、
吉
本
氏
は
語
る
。

科
学
者・錬
金
術
師
で
あ
る

ボ
イ
ル
に
魅
了
さ
れ
て

　

吉
本
氏
が
大
学
院
時
代
か
ら
一
貫
し

て
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、「
ボ

イ
ル
の
法
則
」
を
発
見
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ボ
イ
ル
だ
。

「
研
究
を
続
け
る
う
ち
に
、
ボ
イ
ル
が

非
常
に
興
味
深
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
彼
は
科
学
者
で

あ
る
と
同
時
に
、
金
属
の
変
成
の
可
能

性
を
信
じ
て
実
験
を
繰
り
返
し
た
錬
金

昨年夏に出版された
金森修編『科学思想史』
（勁草書房・2010年）。
「第5章ロバート・
ボイルの化学──
元素・原質と化学的粒子」の
執筆を担当している。

吉本氏は、ボイル研究者の
国際的ネットワーク

「ボイル・プロジェクト」の
主要メンバーの一人だ。
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の
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の
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英

Text:H
irohide K

urihara

「
聴
は
耳
声
を
待
つ
な
り
」。江
戸
時
代

の
儒
学
者
、荻
生
徂
徠
の
言
葉
と
さ
れ
る
。

何
気
な
い
日
常
の
中
で
、偶
然
あ
る
い
は

必
然
に
飛
び
込
ん
で
く
る
音
が
あ
る
。そ

の
音
は
突
然
で
劇
的
か
も
し
れ
な
い
。音

色
に
表
情
が
あ
る
の
な
ら
、人
は
耳
を
傾

け
、
そ
し
て
そ
の
音
に
隠
さ
れ
て
い
る
心

を
つ
か
ま
え
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。「
聴
」。

五
感
で
受
け
止
め
た
そ
の
音
色
は
、
な
ぜ

か
時
が
経
っ
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
く
、

深
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
…
…
。

kiku

「

聴
」

く
り
は
ら 

ひ
ろ
ひ
で

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
所
長
、

教
授
。（
所
属
は
情
報
資
源
利

用
研
究
セ
ン
タ
ー
）。１
９
８
７

年
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
博
士
課
程
退
学
。博
士

（
学
術
）。専
門
は
ベ
ト
ナ
ム
現

代
史
、中
越
関
係（
１
９
５
０
年

代
〜
現
在
）研
究
。著
書
に『
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
イ

ン
ド
シ
ナ
共
産
党
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
２
０
０
５
年
）、『
ニ
ク

ソ
ン
訪
中
と
冷
戦
構
造
の
変

容
』（
共
著
、
慶
應
義
塾
大
学
出

版
会
、
２
０
０
６
年
）、『
東
南
ア

ジ
ア
の
歴
史
』（
共
著
、有
斐
閣
、

２
０
０
３
年
）な
ど
。

話
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
語
が
、

ベ
ト
ナ
ム
人
に
は
ど
の
よ
う

に
聞
こ
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
よ
く
思
う
。
私
自

身
、
ベ
ト
ナ
ム
人
が
話
す
よ
う
に
は
と
て
も
話
せ

な
い
こ
と
は
十
分
自
覚
し
て
い
る
し
、
話
し
た
後
で

「
今
の
発
音
は
駄
目
だ
っ
た
」
と
反
省
す
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
で
あ
る
。
相
手
か
ら
私
の
質
問
に
対
し
て

そ
れ
な
り
の
返
答
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
に
、

外
国
人
の
ベ
ト
ナ
ム
語
で
は
あ
る
が
、
何
を
言
っ
て

い
る
か
く
ら
い
は
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
程
度
の
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
私
の
話
し
相

手
の
大
半
は
外
国
人
の
下
手
な
ベ
ト
ナ
ム
語
に
慣
れ

て
い
る
人
々
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
割
り
引
く
と
、

私
の
話
す
ベ
ト
ナ
ム
語
の
程
度
は
さ
ら
に
下
が
る
。

　

そ
の
程
度
の
ベ
ト
ナ
ム
語
で
は
あ
る
が
、
私
に
は

実
に
不
思
議
な
体
験
が
あ
る
。
ハ
ノ
イ
か
ら
ほ
ぼ
真

北
に
３
０
０
キ
ロ
以
上
も
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
カ
オ

バ
ン
省
が
あ
る
。
中
国
と
隣
接
し
て
お
り
、
ホ
ー
・

チ
・
ミ
ン
が
１
９
４
１
年
に
約
30
年
ぶ
り
に
祖
国
帰

還
の
第
一
歩
を
記
し
た
場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。
２
０
０
０
年
に
初
め
て
当
地
を
訪
れ
、
人
民
委

員
会
（
省
政
府
）
の
幹
部
と
面
会
し
た
と
き
、
何
と

聞
き
や
す
い
き
れ
い
な
ベ
ト
ナ
ム
語
な
の
か
と
驚
い

た
こ
と
が
あ
る
。
努
め
て
聴
こ
う
と
せ
ず
と
も
、
幹

部
の
話
す
こ
と
が
、
自
然
と
私
の
頭
の
中
に
入
っ
て

き
て
、
し
か
も
漏
れ
る
こ
と
な
く
留
ま
っ
て
い
る
と

い
う
感
じ
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
は
、
私
な
ど
と
て
も

太
刀
打
ち
で
き
な
い
ほ
ど
の
ベ
ト
ナ
ム
語
会
話
力
を

も
つ
日
本
人
研
究
者
た
ち
と
一
緒
だ
っ
た
が
、
宴
会

の
と
き
に
や
む
な
く
ス
ピ
ー
チ
し
た
ら
、
幹
部
の
一

人
が
わ
ざ
わ
ざ
私
の
と
こ
ろ
に
来
て
、「
あ
な
た
の

ベ
ト
ナ
ム
語
は
大
変
聞
き
や
す
い
。
他
の
方
々
は
話

す
こ
と
に
無
理
が
あ
る
よ
う
だ
」
と
言
っ
て
く
れ
、

痛
く
感
激
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
昨
年
久
し
ぶ
り
に
カ
オ
バ
ン
省
を
訪
れ

た
と
き
、
チ
ュ
ン
カ
イ
ン
と
い
う
町
の
茶
店
で
同
行

者
（
ベ
ト
ナ
ム
人
）
に
あ
る
こ
と
を
た
ず
ね
た
ら
、

聞
き
返
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
ば
に
い
た
茶
店
の
お

ば
さ
ん
は
聞
き
返
す
こ
と
も
せ
ず
、
即
座
に
私
の
期

待
し
て
い
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

以
上
の
事
実
が
示
す
よ
う
に
、
私
の
話
す
ベ
ト

ナ
ム
語
は
カ
オ
バ
ン
省
で
話
さ
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム

語
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
私

に
ベ
ト
ナ
ム
語
を
教
え
て
く
れ
た
先
生
の
中
に
、
カ

オ
バ
ン
省
出
身
者
は
誰
一
人
と
し
て
い
な
い
。
カ
オ

バ
ン
省
出
身
の
女
性
と
交
際
し
て
、
私
の
ベ
ト
ナ
ム

語
に
磨
き
が
か
か
っ
た
な
ど
と
い
う
麗
し
い
経
験
も

な
い
。
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
不
思
議
で
あ
る
。
私

と
カ
オ
バ
ン
省
を
結
び
つ
け
る
絆
は
何
な
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
調
べ
る
た
め
に
、
今
後
も
ハ
ノ
イ
か
ら

い
く
つ
も
の
峠
を
越
え
て
、
カ
オ
バ
ン
省
に
足
を
運

び
た
い
と
思
う
。

自
分
の

1.
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文
字
で
書
か
れ
る
詩
や
短
歌
は
、

黙
読
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

詩
集
や
歌
集
は
、
書
店
で
購
入
さ
れ
る
商
品
と
な

り
、
愛
読
者
に
よ
っ
て
部
屋
で
ひ
っ
そ
り
と
読
ま
れ

る
。
文
学
の
愛
好
は
、
密
や
か
な
孤
独
な
愉
し
み
と

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
詩
や
短
歌
は
元
来
、
声
に
出
し
て
詠
ま

れ
、
聴
く
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
声
に
宿
っ
た
文

学
の
力
を
と
り
も
ど
そ
う
と
、
詩
の
朗
読
会
が
開
か

れ
た
り
、「
絶
叫
短
歌
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
た
り
す
る
。

　

た
だ
し
、
特
定
の
誰
か
が
声
に
出
し
て
詠
み
、
そ

れ
を
聴
衆
が
聴
く
方
式
と
は
別
に
、
読
者
が
集
団

で
、
詩
や
短
歌
を
声
に
出
し
て
読
む
、
と
い
う
方
式

ど
ん
な
小
さ
な

村
に
も
必
ず
一

つ
は
教
会
が
あ
る
。
町
や
村
を
一
望
し
た
だ
け
で
そ

れ
が
分
か
る
の
は
、
教
会
に
つ
き
も
の
の
鐘
楼
の
お

か
げ
で
あ
る
。
ミ
サ
の
時
間
に
は
鐘
の
音
が
辺
り
に

鳴
り
響
く
。
ミ
サ
だ
け
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
有
す
る
鐘
の
音
は
、
洗
礼
式
や
結

婚
式
な
ど
の
祝
い
事
、
弔
い
、
あ
る
い
は
火
事
や
敵

の
襲
撃
と
い
っ
た
危
機
を
村
人
た
ち
に
知

ら
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

鐘
が
吊
る
さ
れ
る
鐘
楼
の
形
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
聖
堂
入
口
の
上
部
な
ど
に
壁

を
一
枚
積
み
上
げ
て
鐘
を
置
い
た
も
の
が

一
番
簡
単
な
構
造
だ
ろ
う
。
塔
が
築
か
れ
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
遠
目
に
は
聖
堂
か
ら
に
ょ
っ
き
り
突

き
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、
建
物
と
融
合
し
た

タ
イ
プ
の
塔
も
あ
れ
ば
、
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
に
独

立
し
て
建
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合

も
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
圧
倒
的
に
方
形
プ
ラ
ン
で
、
円

形
プ
ラ
ン
の
塔
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

独
立
し
た
方
形
プ
ラ
ン
の
塔
の
一
部
は
、
実
は

か
つ
て
は
モ
ス
ク
の
塔
、
す
な
わ
ち
ミ
ナ
レ
ッ
ト
で

あ
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
ス
ペ
イ
ン

に
は
７
１
１
年
か
ら
１
４
９
２
年
に
か
け
て
イ
ス

ラ
ー
ム
が
存
在
し
て
い
た
。
人
々
が
集
ま
り
、
祈
り

を
捧
げ
た
く
な
る
場
所
と
い
う
の
は
太
古
か
ら
そ

う
変
わ
ら
な
い
も
の
な
の
か
、
異
教
の
祠
や
ロ
ー
マ

神
殿
が
あ
っ
た
場
所
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
が
建
て

も
あ
っ
た
。
戦
後
日
本
の
１
９
５
０
年
代
、「
サ
ー

ク
ル
文
化
運
動
」
が
盛
ん
だ
っ
た
時
代
の
こ
と
で
あ

る
。
当
時
は
、
各
地
の
職
場
や
地
域
で
無
数
の
文
学

サ
ー
ク
ル
が
結
成
さ
れ
、
詩
や
短
歌
、
小
説
や
批
評

を
発
表
す
る
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
多
く
は
活

字
で
は
な
く
、
手
書
き
の
ガ
リ
刷
り
で
文
字
が
刻
ま

れ
た
手
作
り
の
雑
誌
だ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
た
ん
な
る
文
学
愛
好
者
の
同
好
会
・
同

人
誌
で
は
な
い
。
無
名
な
民
衆
が
、
自
ら
文
学
を
表

現
し
、
た
が
い
に
読
み
、
批
評
し
あ
う
「
集
団
」
の

活
動
だ
っ
た
。
文
学
や
文
化
を
、
著
名
な
文
学
者
が

書
い
た
商
品
と
い
う
形
式
か
ら
解
き
放
ち
、
無
名
な

民
衆
の
表
現
と
し
て
変
革
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
は
、
詩
や
短
歌
は
、「
集
団
」
で
声
に
出

し
て
読
み
、
批
評
し
あ
う
も
の
だ
っ
た
。
人
々
が
文

学
を
つ
う
じ
て
響
き
あ
う
「
共
鳴
板
」
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
近
年
は
よ
う
や
く
、
当
時
の
サ
ー
ク
ル
雑

誌
が
注
目
を
あ
つ
め
、
再
評
価
さ
れ
は
じ
め
て
い
る

（『
サ
ー
ク
ル
村
』『
ヂ
ン
ダ
レ
』『
東
京
南
部
サ
ー
ク

ル
雑
誌
集
成
』
な
ど
、
不
二
出
版
よ
り
復
刻
）。

　

無
名
な
民
衆
が
表
現
し
、
商
品
と
し
て
流
通
す

る
こ
と
な
く
、
声
に
出
し
て
読
ま
れ
、
響
き
あ
う
文

学
。
そ
れ
を
今
、
実
際
に
声
に
出
し
て
「
集
団
」
で

読
ん
で
み
る
。
そ
こ
に
は
、
連
帯
の
感
覚
や
調
和
と

と
も
に
、
軋
み
や
不
協
和
音
も
響
い
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
苦
悶
の
声
や
喜
悦
の
声
。
そ
し
て
、
行
間

に
余
韻
の
よ
う
に
響
き
わ
た
る
沈
黙
。
そ
れ
を
「
聴

く
」
こ
と
で
、
文
学
は
新
た
な
息
吹
と
と
も
に
よ
み

が
え
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

ら
れ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
支
配
下
で
モ
ス
ク
に
転
用
さ

れ
、
レ
コ
ン
キ
ス
タ
後
に
教
会
に
戻
さ
れ
た
例
は
ス

ペ
イ
ン
中
で
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
建
物
の
多
く

は
改
築
が
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
光
を
浴
び
て
き
ら
め

く
釉
薬
タ
イ
ル
や
陶
器
を
は
め
こ
ん
だ
り
、
煉
瓦
の

並
べ
方
を
工
夫
し
た
り
し
て
外
面
に
装
飾
が
施
さ
れ

た
塔
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
の
名
残
を
留
め
て
い
る

こ
と
が
多
い
。

　

ミ
ナ
レ
ッ
ト
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
鐘
楼
も
、
生
活
の

基
盤
と
な
る
祈
り
の
時
間
を
共
同
体
に
告
げ
る
た
め

に
建
て
ら
れ
た
高
さ
の
あ
る
建
築
で
あ
る
点
に
は
変

わ
り
が
な
い
。
し
か
し
大
き
な
違
い
も
あ
る
。
ム
ス

リ
ム
に
礼
拝
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
人
（
ム
ア
ッ

ズ
ィ
ン
）
は
、
楽
器
の
類
は
一
切
用
い
ず
、
必
ず
肉

声
で
朗
唱
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ミ
ナ

レ
ッ
ト
は
人
が
上
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
一
方
鐘
楼
の
場
合
は
、
最
上
部
に
鐘
さ

え
設
置
す
れ
ば
、
操
作
そ
の
も
の
は
ロ
ー
プ
で
下
か

ら
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
し
た
違
い
か
ら
、
セ

ビ
ー
リ
ャ
の
ヒ
ラ
ル
ダ
の
塔
を
は
じ
め
、
現
存
す
る

多
く
の
元
ミ
ナ
レ
ッ
ト
は
最
上
部
の
み
改
築
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
支
配
的
な
宗
教
が
変
わ
っ
て

も
、
同
じ
塔
が
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
村
人
た
ち
の

生
活
を
見
守
っ
て
き
た
の
だ
と
思
う
と
感
慨
深
い
。

ト
レ
ド
や
グ
ラ
ナ
ダ
と
い
っ
た
か
つ
て
の
イ
ス
ラ
ー

ム
都
市
で
、
元
ミ
ナ
レ
ッ
ト
の
面
影
を
残
す
塔
か
ら

鐘
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
ム
ア
ッ
ズ
ィ
ン
の
声

の
響
き
が
一
瞬
、
甦
っ
て
く
る
よ
う
な
気
さ
え
し
て

く
る
。

現
在
、

ス
ペ
イ
ン
で
は
、

無
名
な

民
衆
の

文
学
を
聴
く

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

言
語
文
化
部
門 

准
教
授

米
谷
匡
史
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よ
ね
た
に 

ま
さ
ふ
み

１
９
９
３
年
東
京
大
学
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
中

退
。専
門
は
、
日
本
思
想
史
・

社
会
思
想
史
。
著
書
に
、『
ア

ジ
ア
／
日
本
』（
岩
波
書
店
）、

『
１
９
３
０
年
代
の
ア
ジ
ア
社
会

論
』（
共
編
著
、
社
会
評
論
社
）、

『
谷
川
雁
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
共

編
著
、日
本
経
済
評
論
社
）、『
尾

崎
秀
実
時
評
集
』（
編
著
、
平
凡

社
・
東
洋
文
庫
）、『
沖
縄
／
暴

力
論
』（
共
著
、未
来
社
）、『
ポ
ス

ト〈
東
ア
ジ
ア
〉』（
共
著
、
作
品

社
）な
ど
。

く
め 

じ
ゅ
ん
こ

２
０
０
８
年
早
稲
田
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

研
究
指
導
終
了
退
学
。日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
S
P
D

を
経
て
２
０
０
９
年
10
月
よ
り

現
職
。博
士（
文
学
）（
早
稲
田

大
学
）。専
門
は
ス
ペ
イ
ン
中
世

美
術
史
。

ス
ペ
イ
ン
の

塔
か
ら
響
く

声
と
鐘

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

言
語
文
化
部
門 

講
師

久
米
順
子

Text:Junko K
um
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　フェンシングの剣が交差する音が、体
育館に響き渡る。激しい突きの応酬。白
いユニフォームに身を包んだ小島明さん
の伸びやかな長身は一層目を引く。
 「アニメの影響で、子どもの頃からフェ
ンシングがやりたかった」という小島さん。
外語大にフェンシング部があると知り迷
わず入部した。初心者だったが、同期や
先輩に助けてもらい技を磨いていった。
 「フェンシングのおもしろさは頭を使うと
ころ。突きが決まった瞬間は最高です」
　文武両道を地で行く小島さんの専攻
は、アラビア語だ。その原点は、小学５
年の頃に勃発した９・11テロだった。
 「欧米と比べて、中東のニュースはなか
なか報道されません。たまに報道されて
も、中東は危険だ、女性差別がひどい
──と、ステレオタイプな内容ばかり。そ
の理由は、日本にアラビア語を使える人
が少ないからじゃないか。ならば、自分に
やれることもあるのでは、と思ったんです」
　アラビア語の難しさは、文語と口語の
ギャップの大きさにある。2010年春、初
めてドバイ、シリア、エジプトを訪れたが、
「学校で習った文語で話したら、皆に笑
われました」。
　旅先のエジプトでは日本語専攻の留
学生に歓待され、アラビアン・ホスピタリ
ティを堪能。だが、国連統治下にあるシ
リアの紛争地帯に行ったときは、対イスラ
エル戦争の生 し々い傷跡を目の当たりに
した。生の中東が見せた光と闇の両面。
それは、小島さんの心に鮮烈な印象を残
したようだ。
　将来はジャーナリスト志望だが、中東
建築史の研究にも興味があるという。
 「ジャーナリストとしては、中東サイドから
の報道がしたい。今、中東の新聞を和訳
し紹介するプロジェクトに参加しています
が、将来のためにもさらに力を入れていき
たいと思います」
　平日の平均睡眠時間は４、５時間。寝
る間も惜しんで、学業、部活、ボランティ
アと多忙な毎日を過ごす。

〈上〉練習は週３日。フェンシングは
狭い範囲の中で攻め方を
瞬時に組み立てるスポーツ。

〈下〉アラビア文字を１週間で覚えてくる
宿題が一番きつかった。

今はアラビア語の会話が楽しい。

Mei Kojima
2009年東京外国語大学入学。
フェンシング部に所属し、2009年秋の
第９回北岡杯フェンシング選手権大会では
個人女子エペ部で第８位に。
広島県出身。

Influential Face

歴史を刻む
在学生

Text by 
Yoko Yoshida

Photo by 
Kenji Takanaka

「

中
東
サ
イ
ド
か
ら
情
報
を
発
信
し
た
い
」　
小
島 

明 

ア
ラ
ビ
ア
語
専
攻　

２
年

受け身ではなく、積極的に。
自分から発信することが大事。
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N e w s │
２
０
１
２
年
度
、
外
国
語
学
部
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
そ
こ
に
至
っ
た

経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

語
大
の
外
国
語
学
部
で
は
、

優
れ
た
語
学
教
育
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
は
、
国
際
関
係

や
経
済
学
、
思
想
や
文
化
の
研
究
と
い

っ
た
、
語
学
以
外
に
も
多
様
な
分
野
が

総
合
的
に
組
み
合
わ
さ
っ
た
と
て
も
ユ

ニ
ー
ク
な
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
こ
う
し
た
特
色
を
明
確
に
示
す

た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
は
じ
め
と

す
る
日
本
の
成
長
戦
略
に
沿
っ
た
形
で

大
き
な
改
編
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将

来
に
向
け
た
外
語
大
の
形
を
具
体
的
に

提
示
す
べ
き
だ
と
い
う
切
実
な
思
い
が

あ
る
の
で
す
。

│
外
か
ら
の
印
象
と
、
内
側
で
行
わ

れ
て
い
る
教
育
に
差
異
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
外
か
ら
教
育
内
容
が
見
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
入
学
し

た
学
生
が
何
を
目
指
す
の
か
を
明
確
に

意
識
し
て
勉
強
で
き
る
よ
う
に
、
外
国

語
学
部
を
再
構
成
し
言
語
文
化
学
部
と

国
際
社
会
学
部
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

実
際
の
教
育
内
容
が
わ
か
る
２
つ
の

新
た
な
学
部
名
に
変
え
る
こ
と
で
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
備
も
さ
ら
に
進
み
、

理
想
的
な
学
習
環
境
が
整
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
受
験
生
は
本

学
で
何
を
学
べ
る
の
か
を
イ
メ

ー
ジ
し
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
養

教
育
を
強
化
し
、
語
学
教
育
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
た
め
、
２
学
部
共
通
の

「
世
界
教
養
（
仮
）」
と
い
う
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
設
け
る
予
定
で
す
。
学
生
は

入
学
し
た
初
め
の
２
年
間
、
地
域
教
育
、

言
語
教
育
、
教
養
教
育
を
修
め
ま
す
。

ほ
か
の
大
学
に
は
例
を
見
な
い
、
充
実

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
体
制
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
世
界
情
勢
に
対
応

し
て
、
い
く
つ
か
重
要
な
地
域
を
教
育

課
程
に
組
み
込
む
こ
と
も
考
え
て
い
ま

す
。
ア
フ
リ
カ
、
中
央
ア
ジ
ア
、
オ
セ

ア
ニ
ア
、
南
ア
ジ
ア
で
す
。

│
新
し
く
設
置
さ
れ
る
２
学
部
の
特

徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

言
語
文
化
学
部
で
は
、
言
語
研
究
と

文
化
研
究
を
総
合
的
に
教
育
し
ま
す
。

社
会
で
実
際
に
使
え
る
力
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
内
容
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関
わ
る
内
容
を
盛
り
込
む
予
定
で
す
。

　

国
際
社
会
学
部
で
は
、
国
際
社
会
に

対
応
す
る
学
術
的
な
内

容
を
取
り
入
れ
た
教
育

を
行
い
ま
す
。
本
学
で

は
、
こ
れ
ま
で
も
国
際
政
治

や
国
際
関
係
、
国
際
経
済
、

国
際
法
な
ど
に
興
味
が
あ
る

学
生
が
多
く
、
実
際
、
国
際

機
関
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
学
生
も
大

勢
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
学
生
の
要
望

に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
、
明
示
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
立

て
直
す
こ
と
で
、
２
つ
の
学
部
で
行
わ

れ
る
教
育
内
容
が
、
よ
り
明
確
で
、
わ

か
り
や
す
い
も
の
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

私
は
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。「
外
語
大
で
学
ぶ
こ
と

で
、
自
分
の
人
生
を
豊
か
に
で
き
る
」、

そ
う
思
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
作
り
が
で

き
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
改
革
の
カ
ギ

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
受
験
生
や
そ
の
保
護
者
の
方
へ
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
本
学
は
、
規
模
は
小
さ

く
て
も
、
質
か
ら
い
え
ば
、
実
に
高
度

で
優
れ
た
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
伝
統
は
崩
す
こ
と
な
く
、
教
職
員

一
丸
と
な
っ
て
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

く
つ
も
り
で
す
。
ぜ
ひ
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
る
東
京
外
国
語
大
学
を
ご
自
分
の

目
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

外

学
部
教
育
を
語
る 

❶

外
国
語
学
部
を
再
構
成

伝
統
の
中
に
新
た
な
息
吹

藤
井
守
男

M
orio Fujii

外
国
語
学
部
長 

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
・
言
語
文
化
部
門 

教
授

ふ
じ
い 

も
り
お

1
9
7
7
年
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部

卒
業
、
81
年
同
大
学
大
学
院
外
国
語
学
研
究

科
修
士
課
程
修
了
。文
学
修
士（
東
京
外
国
語

大
学
）。専
門
は
ペ
ル
シ
ア
文
学
。

外
語
大
は
、
２
０
１
２
年
４
月
に
向
け

外
国
語
学
部
を
再
構
成
し

２
学
部
制
を
検
討
し
て
い
る
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
質
の
高
い
教
育
・
研
究
を
、

学
内
外
に
よ
り
明
確
に
打
ち
出
す
形
だ
。

変
革
す
る
外
語
大

写
真
・
真
島
誠
一　

文
・
グ
ロ
ー
ブ
ヴ
ォ
イ
ス
編
集
室

　ダーウィンが『種の起源』を書
いた19世紀は、人類が知的・思
想的にダイナミックな変革を遂げ
た時代でした。そのとき生まれ
た科学的な知識や発見は、現代
の私たちに多大な影響を与えて
います。本書は、自然科学と人
文科学の相互関係を、豊かな創
造性を秘めた異文化間コミュニ
ケーションとしてとらえようとする、
英文学・文化研究の大家による
研究の集大成です。

※東京外国語大学出版会は、東京外国語大学の学内組織として2008年に発足しました。
　http://www.tufs.ac.jp/blog/tufspub/

　近年、日本の医療現場は、外
国人患者と医療関係者との円滑
な意思疎通を図るため、高度な
語学能力と医療知識を持つ通訳
を必要としています。本学は、
2010年10月に経済産業省委託
の実証事業として、国際医療通
訳者（中国語、ロシア語、英語）
を養成する講座を開設しまし
た。約40人の受講者を集め、
講義に加え、病院実習などを通
して、通訳技術、医療知識の向
上を図りました。

　外交官を目指す学部３年生を
対象にした、受験支援プログラ
ムが2010年８月にスタートしまし
た。期間は、約８カ月。プログラ
ムの主な内容は、憲法、国際
法、経済学、行政法、民法の５
科目について、実践的な知識と
スキル習得のための補習授業の
実施、試験科目の答案作成練
習、集団討論・面接など。次回
の募集は５月で、定員70人、受
講料１万円（教科書代別途）を
予定しています。

東京外国語大学出版会が
新刊を発行

経済産業省委託の実証事業
国際医療通訳講座が開講

外交官試験を支援する
プログラムがスタート

『未知へのフィールドワーク
―ダーウィン以後の文化と科学』
ジリアン・ビア 著
鈴木聡 訳
2010年12月発行
A５判／上製／528頁
定価：4,410円（税込）
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